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　皆様、こんにちは。私は、平成8年3月に学芸学部英米文学科を卒業し
た加藤優子と申します。相模女子にはたくさんの思い出があります。中学
部では銀杏並木を毎朝走り、高等部では友人とよく遊び、大学では先生
方に恵まれ、卒業後も懇意にしていただきました。という思い出話を綴ろ
うと考えていたところ、現在の仕事のお話を、とのリクエストをいただきま
したので、私の仕事について紹介しようと思います。
　私は現在、福井県越前市にある仁愛大学に勤務しています。「異文化
理解」「多文化共生論」などの授業を受け持ち、異文化コミュニケーショ
ンや移民・難民についての講義を行っています。2024年に北陸新幹線が
福井県の敦賀駅まで延伸されたことを受け、地元では観光に関する機運
がにわかに高まっており、近年新設された「観光ビジネス英語」という授
業も担当しています。
　仁愛大学では、地域連携活動も盛んです。私はゼミ活動の一環として、
越前市と連携し地域の魅力を多言語で発信する「多言語マップ」を作成
したり、年1回開催される福井県国際交流フェスティバルの企画運営委員
会に参加したりしています。
　研究活動では、福井大学の先生方の協力を得て、異文化理解を促進す
る異文化トレーニングというゲームをICT上で行うための学習支援シス

テムを実装したり、英国における異文化理解に関する授業研究のために、
科学研究費を利用して10カ月ほど渡英したりしました。現在は、英国の研
究者と共同で非言語的コミュニケーションに関する教材研究を行ってお
り、2025年には再び渡英を予定しています。
考えてみると、大学卒業後は何かと海外にご縁があり、訪れた国は35

か国ほど、英国には総じて6年ほど滞在したことになります。大学生の頃
は、ここまで海外に行くことになるなど夢にも思っていませんでしたが、今
思うと素地があったかもしれません。きっかけは、在学中に参加したマニト
バ州立大学への短期語学留学でした。カナダの雄大な美しさに触れ、海
外での学生生活に憧れを抱いたものです。最終的には英国の大学院に
進学しましたが、その時にお世話になったのが、当時の学長と英米文学科
の先生方です。様々なご支援、本当にありがとうございました。
在学生の皆さんも、何か興味を持ったらそれに向かってとことん突き進

み、先生方の協力を仰いでみてください。きっと思いがけない可能性が広
がっていくことと思います。また、同窓生の皆様には、お互い健康に留意し
て進んでまいりましょう。それでは、またどこかで皆様にお目にかかれるの
を楽しみにしています。

相模女子の思い出と現在の仕事について
加藤優子
仁愛大学人間学部コミュニケーション学科教授

（平成 8年・学芸学部英米文学科卒業）

越前市と協働で制作した「多言語マップ」
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「マーガレット募金」及び「創立125周年記念事業募金」を以下のとおり実施させていただいております。ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼
申し上げます。今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

125周年募金委員会委員長　速水　俊裕　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

❶お振込（郵便局または銀行窓口）

❸インターネットから申込の場合

❷ 郵送（現金書留）またはご持参
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。

クレジットカード決済となります。
ホームページ上の入力フォームに必要事項を入力の上、ご送信ください。 マーガレット募金

インターネット
申込入力フォーム

創立125周年記念事業募金
インターネット
申込入力フォーム●お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課

〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558　FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先

相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

創立125周年記念事業募金

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用
させていただいております。

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」より
ご支援先を指定いただくことができ、また、「目的を指定しないご寄付」もお受け
しております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」
「幼稚部」と支援対象をより細かく指定することができます。

本学園は、2025 年に創立 125 周年を迎えます。
相模女子大学創立 125 周年記念事業は、「女性の活躍を支援し、地域
とともに発展する『開かれた学園』へ」というコンセプトを掲げ、「学園
キャンパス整備事業」「周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業」「式
典・広報事業」の三事業を実施する計画を進めております。
皆様からいただきましたご支援は、この三事業による地域の活性化と
本学園の更なる発展に有効に活用させていただきます。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

注目topic＜メディア掲載＞ … 4
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　基
本
コ
ン
セ
プ
ト

　女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、
地
域

と
と
も
に
発
展
す
る
「
開
か
れ
た

学
園
」へ

Ⅰ
．地
域
社
会
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

　正
門
付
近
を
メ
イ
ン
と
し
た

　キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

　＊
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
を
実
現
す
る
た

　
　め
の
空
間
づ
く
り
等

Ⅱ
．卒
業
生
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

　
が
集
い
合
う
場

　繋
が
る
た
め
の
環
境
・
仕
組

　み
づ
く
り

Ⅲ
．地
域
社
会
で
の
活
躍
を
支
え

　
る
開
か
れ
た
学
び

　ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え

　た
多
様
な
学
び
の
展
開

Ⅳ
．地
域
と
と
も
に
歴
史
を
刻
む

　地
域
の
歴
史
と
連
動
し
た
学

　園
史
づ
く
り

女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、地
域
と
共
に

発
展
す
る「
開
か
れ
た
学
園
」へ

―
125
周
年
、そ
し
て
そ
の
先
へ
進
む
た
め
に
―

　
1
9
0
0
年
の
日
本
女
学
校
創
設
を
起
点
と
す
る
本
学

園
は
、
創
立
125
周
年
を
む
か
え
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を

ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
園
の
教
育
活

動
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
将
来
へ

む
け
て
、
社
会
に
お
け
る
さ
ら
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い

く
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
を
表
現
し
た
の
が
、
125
周
年
記
念
事
業
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
『
女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、地
域
と
共
に
発
展
す
る
「
開

か
れ
た
学
園
」
へ
』
で
す
。
女
性
が
い
っ
そ
う
活
躍
す
る

社
会
の
実
現
、
そ
れ
は
日
々
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
地
域

の
発
展
と
一
体
の
も
の
で
す
。

　
相
模
女
子
大
学
は
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
の
連
携
活

動
を
展
開
し
、「
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
女
子
大

学
№
１
」
の
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
学
生

た
ち
が
地
域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
本
当
の

「
学
び
」
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
学
び
」
を
、

さ
ら
に
学
園
全
体
で
展
開
し
、
地
域
と
と
も
に
「
学
ぶ
」

学
園
と
し
て
い
き
た
い
。
女
子
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
生

か
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
の
「
学
び
の
場
」
と

し
て
、
学
校
法
人
相
模
女
子
大
学
は
歩
み
続
け
ま
す
。

　
創
立
125
周
年
を
記
念
し
、
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
特
設
サ
イ
ト
で
は「
学
園
の
あ
ゆ
み
」「
記
念
事
業
」「
学
園
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
事
業
」「
125
周
年
記
念
誌
」「
記
念
事
業
募
金
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
や
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
、
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
5
年
を
迎
え
、

今
後
更
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
様
子
は
、
特
設
サ
イ
ト
を
は
じ
め
、
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
園
ニ
ュ
ー
ス
等
を
通
じ
て
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
学
園
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

風間理事長

2025年10月18日　創立125周年を迎えます

創立125周年記念特設サイト
https://www.sagami-wu.ac.jp/125th/

「学園へのメッセージ」を募集しています。
応募フォームよりメッセージをお寄せください。
https://www.sagami-wu.ac.jp/info/gakuen_message/

▲こちらからご応募ください
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【
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
】

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野

（
相
模
女
子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル・
相
模
大
野
図
書
館
・
南
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

の
学
生
が
考
案
し
ま
し
た
。

1
9
9
0
年
1
月
8
日
に
開
館
し
た
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
（
相
模
女
子
大
学
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
・
相
模
大
野
図
書
館
・
南
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
が
、
2
0
2
5
年
で
35

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
塚

本
ゼ
ミ
10
人
の
学
生
が
考
案
い
た
し
ま
し
た
。

最
終
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
緑
と
紫
の
ボ
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
は
「
舞
台
」
と
「
音
量
調
節
の
ボ

リ
ュー
ム
」を
イ
メ
ー
ジ
。
全
体
を
通
し
て「
発

信
」「
成
長
」の
意
味
合
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

制
作
者
コ
メ
ン
ト

　
実
践
的
デ
ザ
イ
ン
の
体
験
か
ら
市
場
調
査

の
分
析
か
ら
制
作
の
意
義
や
特
徴
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
担
当
者
の
方
々
と
の
話
し
合
い
か
ら

地
域
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
か
ら
劇
場
ら
し
さ

が
伝
わ
る
の
か
多
く
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
出
し
、

考
え
る
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

【
栄
養
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
】

「
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
考
え

た
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
の
た
め

の
楽
チ
ン
♪
レ
シ
ピ
」
の
提
供
。

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
慢
性
の
多
関
節
炎
を

主
な
症
状
と
す
る
自
己
免
疫
疾
患
で
、
重

症
に
な
る
と
軟
骨
や
骨
が
壊
さ
れ
て
関
節

の
変
形
も
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
炎

症
に
よ
る
倦
怠
感
、
貧
血
、
動
脈
硬
化
や

骨
粗
鬆
症
な
ど
が
多
く
合
併
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
節
の
腫
れ
・
痛
み

の
た
め
、
日
常
生
活
に
様
々
な
不
便
が
生

じ
、
特
に
手
関
節
や
手
指
に
症
状
が
あ
る

と
、
包
丁
で
切
る
、
鍋
を
持
ち
上
げ
る
、

し
ゃ
も
じ
で
ご
飯
を
盛
る
な
ど
の
調
理
動

作
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
、

健
康
栄
養
学
科
の
学
生
有
志
で
患
者
さ
ん

向
け
の
献
立
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

始
め
に
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
に
よ
る
講
義
で

疾
患
に
つ
い
て
学
び
、
患
者
さ
ん
の
日
常

生
活
で
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
話
を
伺
い

ま
し
た
。
次
に
栄
養
や
調
理
の
課
題
と
解

決
方
法
に
関
す
る
文
献
や
資
料
を
集
め
て

献
立
作
成
の
条
件
を
考
え
ま
し
た
。
買
い

物
が
不
便
な
点
を
解
決
す
る
た
め
に
缶

詰
・
乾
物
や
冷
凍
食
品
を
利
用
す
る
こ
と
、

カ
ッ
ト
野
菜
を
利
用
し
て
下
処
理
を
減
ら

す
こ
と
、
加
熱
は
電
子
レ
ン
ジ
を
利
用
す

る
な
ど
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
考
え
ま

し
た
。
提
案
し
た
レ
シ
ピ
は
、
リ
ウ
マ
チ

薬
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
あ
ゆ
み
製
薬
の
患

者
さ
ん
・
一
般
の
方
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.ayum

i-pharm
a.com

/ja
/healthcare/rheum

atism
/recipe/

に

掲
載
さ
れ
、
全
国
の
多
く
の
患
者
様
に
紹

【
大
学
】

活
躍
す
る
学
生
た
ち

特集2

プレゼンテーションの様子 グリーンホール 聞き取り調査の様子

他デザインラフ案

ロゴマーク

他デザインラフ案

代
表
（
最
終
デ
ザ
イ
ン
）
増
田
早
智
さ
ん

浅
野
佳
子
さ
ん
、
石
原
萌
ヶ
子
さ
ん
、
泉
理
桜
さ
ん
、
薄
井
菜
月
さ
ん
、
金
子
望
乃
佳
さ
ん

菊
入
柊
花
さ
ん
、
佐
々
木
美
海
さ
ん
、
藤
田
杏
菜
さ
ん
、
堀
田
李
緒
奈
さ
ん

ひじきのサラダ

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
は
、
献
立
作
成
や
試
作
な
ど
の
取

組
み
を
通
し
て
、
疾
患
の
理
解
、
調
理
技

術
の
習
得
、
喫
食
者
を
想
定
し
た
調
理
や

献
立
の
工
夫
な
ど
多
く
の
こ
と
を
経
験
し

た
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
学
び
を
い
か
せ

る
機
会
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
献
立
作
成
は
今
後
も
ゼ
ミ
で

取
り
組
ん
で
行
く
予
定
で
す
。

◀楽チン♪レシピはこちらから

豚もも肉のパン粉焼き

https://www.sagami-wu.ac.jp/125th/
https://www.sagami-wu.ac.jp/info/gakuen_message/
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〈特集 1〉創立 125 周年記念特集

創
立
125
周
年
記
念
事
業

基
本
コ
ン
セ
プ
ト

女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、
地
域

と
と
も
に
発
展
す
る
「
開
か
れ
た

学
園
」へ

Ⅰ
．地
域
社
会
に
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

正
門
付
近
を
メ
イ
ン
と
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

＊
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
を
実
現
す
る
た

め
の
空
間
づ
く
り
等

Ⅱ
．卒
業
生
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
集
い
合
う
場

繋
が
る
た
め
の
環
境
・
仕
組

み
づ
く
り

Ⅲ
．地
域
社
会
で
の
活
躍
を
支
え

る
開
か
れ
た
学
び

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え

た
多
様
な
学
び
の
展
開

Ⅳ
．地
域
と
と
も
に
歴
史
を
刻
む

地
域
の
歴
史
と
連
動
し
た
学

園
史
づ
く
り

女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、地
域
と
共
に

発
展
す
る「
開
か
れ
た
学
園
」へ

―
125
周
年
、そ
し
て
そ
の
先
へ
進
む
た
め
に
―

1
9
0
0
年
の
日
本
女
学
校
創
設
を
起
点
と
す
る
本
学

園
は
、
創
立
125
周
年
を
む
か
え
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を

ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
園
の
教
育
活

動
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
将
来
へ

む
け
て
、
社
会
に
お
け
る
さ
ら
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い

く
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
を
表
現
し
た
の
が
、
125
周
年
記
念
事
業
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
『
女
性
の
活
躍
を
支
援
し
、地
域
と
共
に
発
展
す
る
「
開

か
れ
た
学
園
」
へ
』
で
す
。
女
性
が
い
っ
そ
う
活
躍
す
る

社
会
の
実
現
、
そ
れ
は
日
々
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
地
域

の
発
展
と
一
体
の
も
の
で
す
。

相
模
女
子
大
学
は
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
の
連
携
活

動
を
展
開
し
、「
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
女
子
大

学
№
１
」
の
評
価
を
得
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
学
生

た
ち
が
地
域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
本
当
の

「
学
び
」
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
学
び
」
を
、

さ
ら
に
学
園
全
体
で
展
開
し
、
地
域
と
と
も
に
「
学
ぶ
」

学
園
と
し
て
い
き
た
い
。
女
子
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
生

か
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
の
「
学
び
の
場
」
と

し
て
、
学
校
法
人
相
模
女
子
大
学
は
歩
み
続
け
ま
す
。

　
創
立
125
周
年
を
記
念
し
、
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
特
設
サ
イ
ト
で
は「
学
園
の
あ
ゆ
み
」「
記
念
事
業
」「
学
園
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
事
業
」「
125
周
年
記
念
誌
」「
記
念
事
業
募
金
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
や
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
、
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
5
年
を
迎
え
、

今
後
更
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
様
子
は
、
特
設
サ
イ
ト
を
は
じ
め
、
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
園
ニ
ュ
ー
ス
等
を
通
じ
て
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
学
園
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

風間理事長

2025年10月18日　創立125周年を迎えます

創立125周年記念特設サイト
https://www.sagami-wu.ac.jp/125th/

「学園へのメッセージ」を募集しています。
応募フォームよりメッセージをお寄せください。
https://www.sagami-wu.ac.jp/info/gakuen_message/

▲こちらからご応募ください

〈特集 2〉【大学】活躍する学生たち
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【
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
】

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
　

（
相
模
女
子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ル・
相
模
大
野
図
書
館
・
南
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科

の
学
生
が
考
案
し
ま
し
た
。

　
1
9
9
0
年
1
月
8
日
に
開
館
し
た
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
（
相
模
女
子
大
学
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
・
相
模
大
野
図
書
館
・
南
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
が
、
2
0
2
5
年
で
35

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
塚

本
ゼ
ミ
10
人
の
学
生
が
考
案
い
た
し
ま
し
た
。

最
終
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
緑
と
紫
の
ボ
ー
ダ

ー
ラ
イ
ン
は
「
舞
台
」
と
「
音
量
調
節
の
ボ

リ
ュー
ム
」を
イ
メ
ー
ジ
。
全
体
を
通
し
て「
発

信
」「
成
長
」の
意
味
合
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

制
作
者
コ
メ
ン
ト

　
実
践
的
デ
ザ
イ
ン
の
体
験
か
ら
市
場
調
査

の
分
析
か
ら
制
作
の
意
義
や
特
徴
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
者
の
方
々
と
の
話
し
合
い
か
ら

地
域
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
か
ら
劇
場
ら
し
さ

が
伝
わ
る
の
か
多
く
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
出
し
、

考
え
る
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

【
栄
養
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
】

「
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
考
え

た
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
の
た
め

の
楽
チ
ン
♪
レ
シ
ピ
」
の
提
供
。

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
慢
性
の
多
関
節
炎
を

主
な
症
状
と
す
る
自
己
免
疫
疾
患
で
、
重

症
に
な
る
と
軟
骨
や
骨
が
壊
さ
れ
て
関
節

の
変
形
も
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
炎

症
に
よ
る
倦
怠
感
、
貧
血
、
動
脈
硬
化
や

骨
粗
鬆
症
な
ど
が
多
く
合
併
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
関
節
の
腫
れ
・
痛
み

の
た
め
、
日
常
生
活
に
様
々
な
不
便
が
生

じ
、
特
に
手
関
節
や
手
指
に
症
状
が
あ
る

と
、
包
丁
で
切
る
、
鍋
を
持
ち
上
げ
る
、

し
ゃ
も
じ
で
ご
飯
を
盛
る
な
ど
の
調
理
動

作
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
、

健
康
栄
養
学
科
の
学
生
有
志
で
患
者
さ
ん

向
け
の
献
立
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

始
め
に
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
に
よ
る
講
義
で

疾
患
に
つ
い
て
学
び
、
患
者
さ
ん
の
日
常

生
活
で
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
話
を
伺
い

ま
し
た
。
次
に
栄
養
や
調
理
の
課
題
と
解

決
方
法
に
関
す
る
文
献
や
資
料
を
集
め
て

献
立
作
成
の
条
件
を
考
え
ま
し
た
。
買
い

物
が
不
便
な
点
を
解
決
す
る
た
め
に
缶

詰
・
乾
物
や
冷
凍
食
品
を
利
用
す
る
こ
と
、

カ
ッ
ト
野
菜
を
利
用
し
て
下
処
理
を
減
ら

す
こ
と
、
加
熱
は
電
子
レ
ン
ジ
を
利
用
す

る
な
ど
簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
を
考
え
ま

し
た
。
提
案
し
た
レ
シ
ピ
は
、
リ
ウ
マ
チ

薬
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
あ
ゆ
み
製
薬
の
患

者
さ
ん
・
一
般
の
方
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.ayum

i-pharm
a.com

/ja
/healthcare/rheum

atism
/recipe/

に

掲
載
さ
れ
、
全
国
の
多
く
の
患
者
様
に
紹

【
大
学
】

活
躍
す
る
学
生
た
ち

特集2

プレゼンテーションの様子 グリーンホール 聞き取り調査の様子

他デザインラフ案

ロゴマーク

他デザインラフ案

代
表
（
最
終
デ
ザ
イ
ン
）
増
田
早
智
さ
ん

浅
野
佳
子
さ
ん
、
石
原
萌
ヶ
子
さ
ん
、
泉
理
桜
さ
ん
、
薄
井
菜
月
さ
ん
、
金
子
望
乃
佳
さ
ん

菊
入
柊
花
さ
ん
、
佐
々
木
美
海
さ
ん
、
藤
田
杏
菜
さ
ん
、
堀
田
李
緒
奈
さ
ん

ひじきのサラダ

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
は
、
献
立
作
成
や
試
作
な
ど
の
取

組
み
を
通
し
て
、
疾
患
の
理
解
、
調
理
技

術
の
習
得
、
喫
食
者
を
想
定
し
た
調
理
や

献
立
の
工
夫
な
ど
多
く
の
こ
と
を
経
験
し

た
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
学
び
を
い
か
せ

る
機
会
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
献
立
作
成
は
今
後
も
ゼ
ミ
で

取
り
組
ん
で
行
く
予
定
で
す
。

◀楽チン♪レシピはこちらから

豚もも肉のパン粉焼き

https://www.ayumi-pharma.com/ja/healthcare/rheumatism/recipe/
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目
指
せ
！
子
ど
も
た
ち
が

探
究
す
る
小
学
部
！

特集3
目指せ！子どもたちが探究する小学部！

探
究
の
時
間
創
設

小
学
部
で
は
、
2
0
2
0

年
9
月
に
「
探
究
の
時
間
」

と
い
う
学
習
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
探
究
の
時
間
に
、

児
童
は
、
小
学
部
教
育
で
身

に
つ
け
て
き
た
価
値
観
や
学

習
を
生
か
し
て
、
自
分
の
興

味
・
関
心
に
も
と
づ
い
た
こ

と
を
探
究
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
た
ち
小
学
部
の
教

員
は
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、

将
来
を
生
き
る
児
童
に
とって
価
値
あ
る
8
つ
の
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

当
初
は
、
4
・
5
・
6
年

生
を
対
象
に
始
め
ま
し
た
。

4
年
半
の
実
践
を
経
て
き
た

現
在
で
は
、
1
・
2
・
3
年
生

の
探
究
的
学
び
も
、
系
統
的

に
繋
がって
き
て
い
ま
す
。

1
・
2
年
生
は
好
奇
心
旺

盛
で
、「
何
で
空
は
青
い
の
？
」

「
葉
っ
ぱ
に
も
命
は
あ
る
の
？
」

と
、
ふ
し
ぎ
を
発
見
す
る
名

人
で
す
。教
科「
総
合
」で
、バッ

タ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
、
ヤ
ギ
の
バ
ニ

ラ
な
ど
、
学
園
の
生
き
物
と

出
会
う
と
、「
ど
う
す
れ
ば

仲
良
く
な
れ
る
か
な
？
」
と
、

お
世
話
を
通
し
て
ふ
し
ぎ
の

答
え
を
確
か
め
な
が
ら
、
生
き
物
への
愛
着
と
、
命
を
飼
育
す
る

責
任
感
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

視
野
が
広
が
る
3
・
4
年
生
は
、
自
分
の
生
活
の
中
に
あ

る
ふ
し
ぎ
を
『
ふ
し
ぎ
発
見
ノ
ー
ト
』
に
書
き
留
め
、ス
ケ
ッ

チ
し
た
り
調
べ
た
り
し
て
追
究
し
ま
す
。
4
年
生
は
、「
理
想

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作

る
」
な
ど
、
ク
ラ
ス

で
共
通
の
テ
ー
マ
を

仲
間
と
協
力
し
て
探

究
し
ま
す
。

5
・
6
年
生
は
、

各
自
の
興
味
・
関
心

に
も
と
づ
い
て
自
由
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
好
き

な
こ
と
を
個
人
で
探

究
し
ま
す
。
近
い
分

野
の
探
究
を
行
っ
て
い

る
児
童
同
士
が
同
じ

ゼ
ミ
に
所
属
し
、
お

互
い
に
相
談
や
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
学

び
ま
す
。

教
員
が
知
識
を
授

け
る
授
業
か
ら
、
子

ど
も
が
主
体
の
「
探

究
す
る
学
び
」
へ
と
、

小
学
部
の
教
育
は
変

わ
って
き
て
い
ま
す
。
我
々
教
員
は
、
探
究
的
な
学
び
の
第
一
人

者
で
あ
る
市
川
力
先
生
に
師
事
し
、「Feel

度W
alk

」
と
い
う

歩
い
て
ふ
し
ぎ
を
感
じ
と
る
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
方
法
を
教

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
て
「Feel

・
土
・

Rodango

」
と
い
う
、一人
ひ
と
り

が
理
想
の
ど
ろ
だ
ん
ご
を
目
指
し

て
、
自
分
の
手
や
足
を
使
って
試
行

錯
誤
す
る
こ
と
を
楽
し
む
活
動
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

小
学
部
の
探
究
は
、
子
ど
も

た
ち
が
、
好
き
を
追
究
す
る
楽

し
さ
、
人
に
発
表
し
て
伝
え
る

嬉
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
で

す
。
今
後
も
研
究
と
実
践
を
続

け
な
が
ら
、
よ
り
良
い
学
び
へ

と
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。（

小
学
部

天
野
悟
司
）

発表する６年生

小学部オリジナル「ふしぎ発見ノート」
3号館の紀伊國屋書店にて360円で販売中です

1年生とトンボ
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【
学
芸
学
部
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
】

　
2
0
2
4
年
度
、
当
科
は
相
模
原
市
か
ら
委

託
を
受
け
、
相
模
大
野
駅
北
口
か
ら
旧
伊
勢
丹

相
模
原
店
跡
地
へ
と
延
び
る
「
コ
リ
ド
ー
街
」（
北

口
商
店
会
の
中
心
に
位
置
）
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
通
り
は
朝
10
時
か
ら
夜

10
時
ま
で
歩
行
者
専
用
道
路
（
自
転
車
を
含
む
）

で
す
が
、
伊
勢
丹
の
撤
退
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
2
0
1
3
年
の
約
3
万
人
か
ら

2
0
2
0
年
に
は
約
1
万
人
と
通
行
量
が
大
幅

に
減
少
し
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
ま
で
も
市
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
す
る
な
ど
、
駅
周
辺
を

魅
力
的
な
エ
リ
ア
に
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
「
コ
リ
ド
ー
街
を
居
心
地
の

良
い
場
に
転
換
す
る
具
体
的
施
策
」
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
社
会
課
題
に
対
し
、
当
科
の
「
建

築
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ
」
と
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
」

の
授
業
で
3
・
4
年
生
計
18
人
が
取
り
組
み
ま

し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
、「
誰
も
が
『
そ

こ
に
居
て
い
い
』
と
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
少
な
く

滞
在
時
間
が
短
い
」
と
い
う
課
題
の
本
流
を
特
定

し
、
18
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
作
成
。
そ
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
8
案
を
学
生
自
ら
制
作
し
、
11
月
21
日

【
大
学
】

活
躍
す
る
学
生
た
ち

特集2

〈特集 2〉【大学】活躍する学生たち

注目 Topic< メディア掲載 >

本学園の教育・研究活動に関わる情報がテレビ・新聞・

雑誌等で放送または掲載された際、大学のホームページ

＜メディア掲載＞にて、お知らせをしています。

本学園の魅力をまとめて掲載していますので、ぜひ

＜メディア掲載＞をご覧ください。

メディア掲載はこちらから↓

https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/commu

nication/media/

■お願い
本学園の教育・研究活動に関わる
情報等がメディアに掲載されました
ら、学園事務部総務課までご連絡
をお願いするガッパ。

か
ら
24
日
に
か
け
て
現
地
に
設
置
し
ま
し
た
。
設

置
物
は
、「
歩
行
者
天
国
で
あ
る
こ
と
を
一目
で
伝

え
る
ベ
ン
チ
」「
樹
木
を
日
な
た
に
サ
ッ
と
動
か
せ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
を
兼
ね
た
ベ
ン
チ
」「
家
庭
か
ら
廃

棄
さ
れ
た
椅
子
を
再
利
用
し
た
大
型
ベン
チ
」「
ピ

ク
ニッ
ク
し
た
く
な
る
芝
生
ベ
ン
チ
」「
住
民
の
意

見
を
集
約
す
る
落
書
き
テ
ー
ブ
ル
」「
ア
ー
ケ
ー
ド

支
柱
に
簡
易
に
取
り
つ
け
ら
れ
る
本
棚
＝
商
店
街

を
図
書
館
に
変
え
る
」「
津
久
井
産
の
間
伐
材
を

使
っ
た
椅
子
」「
朝
に
現
れ
て
夜
に
消
え
る
横
断

歩
道
」
と
い
っ
た
作

品
で
す
。
学
生
た

ち
は
設
置
期
間
中
、

市
民
に
直
接
説
明

を
行
い
、
反
応
を

観
察
。
多
く
の
市

民
か
ら
好
意
的
な

評
価
を
受
け
、
商

店
会
長
か
ら
も
「
デ

ザ
イ
ン
が
単
な
る
装

飾
に
と
ど
ま
ら
ず
、

深
い
意
図
が
読
み
取

れ
る
点
が
素
晴
ら

し
い
」
と
の
高
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
地
域
課

題
に
対
し
て
デ
ザ
イ

ン
が
貢
献
で
き
る
新

た
な
可
能
性
を
探

る
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/communication/media/
https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/communication/media/
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目
指
せ
！
子
ど
も
た
ち
が

探
究
す
る
小
学
部
！

特集3
目指せ！子どもたちが探究する小学部！

探
究
の
時
間
創
設

　
小
学
部
で
は
、
2
0
2
0

年
9
月
に
「
探
究
の
時
間
」

と
い
う
学
習
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
探
究
の
時
間
に
、

児
童
は
、
小
学
部
教
育
で
身

に
つ
け
て
き
た
価
値
観
や
学

習
を
生
か
し
て
、
自
分
の
興

味
・
関
心
に
も
と
づ
い
た
こ

と
を
探
究
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
た
ち
小
学
部
の
教

員
は
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、

将
来
を
生
き
る
児
童
に
とって
価
値
あ
る
8
つ
の
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
4
・
5
・
6
年

生
を
対
象
に
始
め
ま
し
た
。

4
年
半
の
実
践
を
経
て
き
た

現
在
で
は
、
1
・
2
・
3
年
生

の
探
究
的
学
び
も
、
系
統
的

に
繋
がって
き
て
い
ま
す
。

　
1
・
2
年
生
は
好
奇
心
旺

盛
で
、「
何
で
空
は
青
い
の
？
」

「
葉
っ
ぱ
に
も
命
は
あ
る
の
？
」

と
、
ふ
し
ぎ
を
発
見
す
る
名

人
で
す
。教
科「
総
合
」で
、バッ

タ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
、
ヤ
ギ
の
バ
ニ

ラ
な
ど
、
学
園
の
生
き
物
と

出
会
う
と
、「
ど
う
す
れ
ば

仲
良
く
な
れ
る
か
な
？
」
と
、

お
世
話
を
通
し
て
ふ
し
ぎ
の

答
え
を
確
か
め
な
が
ら
、
生
き
物
への
愛
着
と
、
命
を
飼
育
す
る

責
任
感
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　
視
野
が
広
が
る
3
・
4
年
生
は
、
自
分
の
生
活
の
中
に
あ

る
ふ
し
ぎ
を
『
ふ
し
ぎ
発
見
ノ
ー
ト
』
に
書
き
留
め
、ス
ケ
ッ

チ
し
た
り
調
べ
た
り
し
て
追
究
し
ま
す
。
4
年
生
は
、「
理
想

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作

る
」
な
ど
、
ク
ラ
ス

で
共
通
の
テ
ー
マ
を

仲
間
と
協
力
し
て
探

究
し
ま
す
。

　
5
・
6
年
生
は
、

各
自
の
興
味
・
関
心

に
も
と
づ
い
て
自
由
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
好
き

な
こ
と
を
個
人
で
探

究
し
ま
す
。
近
い
分

野
の
探
究
を
行
っ
て
い

る
児
童
同
士
が
同
じ

ゼ
ミ
に
所
属
し
、
お

互
い
に
相
談
や
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
学

び
ま
す
。

　
教
員
が
知
識
を
授

け
る
授
業
か
ら
、
子

ど
も
が
主
体
の
「
探

究
す
る
学
び
」
へ
と
、

小
学
部
の
教
育
は
変

わ
って
き
て
い
ま
す
。
我
々
教
員
は
、
探
究
的
な
学
び
の
第
一
人

者
で
あ
る
市
川
力
先
生
に
師
事
し
、「Feel

度W
alk

」
と
い
う

歩
い
て
ふ
し
ぎ
を
感
じ
と
る
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
る
方
法
を
教

わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
て
「Feel

・
土
・

Rodango

」
と
い
う
、一人
ひ
と
り

が
理
想
の
ど
ろ
だ
ん
ご
を
目
指
し

て
、
自
分
の
手
や
足
を
使
って
試
行

錯
誤
す
る
こ
と
を
楽
し
む
活
動
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

　
小
学
部
の
探
究
は
、
子
ど
も

た
ち
が
、
好
き
を
追
究
す
る
楽

し
さ
、
人
に
発
表
し
て
伝
え
る

嬉
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
で

す
。
今
後
も
研
究
と
実
践
を
続

け
な
が
ら
、
よ
り
良
い
学
び
へ

と
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。（

小
学
部
　
天
野
悟
司
）

発表する６年生

小学部オリジナル「ふしぎ発見ノート」
3号館の紀伊國屋書店にて360円で販売中です

1年生とトンボ
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【
学
芸
学
部 

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
】

　
2
0
2
4
年
度
、
当
科
は
相
模
原
市
か
ら
委

託
を
受
け
、
相
模
大
野
駅
北
口
か
ら
旧
伊
勢
丹

相
模
原
店
跡
地
へ
と
延
び
る
「
コ
リ
ド
ー
街
」（
北

口
商
店
会
の
中
心
に
位
置
）
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
通
り
は
朝
10
時
か
ら
夜

10
時
ま
で
歩
行
者
専
用
道
路
（
自
転
車
を
含
む
）

で
す
が
、
伊
勢
丹
の
撤
退
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
2
0
1
3
年
の
約
3
万
人
か
ら

2
0
2
0
年
に
は
約
1
万
人
と
通
行
量
が
大
幅

に
減
少
し
ま
し
た
。
市
は
こ
れ
ま
で
も
市
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
す
る
な
ど
、
駅
周
辺
を

魅
力
的
な
エ
リ
ア
に
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
「
コ
リ
ド
ー
街
を
居
心
地
の

良
い
場
に
転
換
す
る
具
体
的
施
策
」
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
社
会
課
題
に
対
し
、
当
科
の
「
建

築
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ
」
と
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ
」

の
授
業
で
3
・
4
年
生
計
18
人
が
取
り
組
み
ま

し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
、「
誰
も
が
『
そ

こ
に
居
て
い
い
』
と
感
じ
ら
れ
る
場
所
が
少
な
く

滞
在
時
間
が
短
い
」
と
い
う
課
題
の
本
流
を
特
定

し
、
18
の
デ
ザ
イ
ン
案
を
作
成
。
そ
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
8
案
を
学
生
自
ら
制
作
し
、
11
月
21
日

【
大
学
】

活
躍
す
る
学
生
た
ち

特集2

〈特集 2〉【大学】活躍する学生たち

注目 Topic< メディア掲載 >

本学園の教育・研究活動に関わる情報がテレビ・新聞・

雑誌等で放送または掲載された際、大学のホームページ

＜メディア掲載＞にて、お知らせをしています。

本学園の魅力をまとめて掲載していますので、ぜひ

＜メディア掲載＞をご覧ください。

メディア掲載はこちらから↓

https://www.sagami-wu.ac.jp/foundation/commu

nication/media/

■お願い
本学園の教育・研究活動に関わる
情報等がメディアに掲載されました
ら、学園事務部総務課までご連絡
をお願いするガッパ。

か
ら
24
日
に
か
け
て
現
地
に
設
置
し
ま
し
た
。
設

置
物
は
、「
歩
行
者
天
国
で
あ
る
こ
と
を
一目
で
伝

え
る
ベ
ン
チ
」「
樹
木
を
日
な
た
に
サ
ッ
と
動
か
せ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
を
兼
ね
た
ベ
ン
チ
」「
家
庭
か
ら
廃

棄
さ
れ
た
椅
子
を
再
利
用
し
た
大
型
ベン
チ
」「
ピ

ク
ニッ
ク
し
た
く
な
る
芝
生
ベ
ン
チ
」「
住
民
の
意

見
を
集
約
す
る
落
書
き
テ
ー
ブ
ル
」「
ア
ー
ケ
ー
ド

支
柱
に
簡
易
に
取
り
つ
け
ら
れ
る
本
棚
＝
商
店
街

を
図
書
館
に
変
え
る
」「
津
久
井
産
の
間
伐
材
を

使
っ
た
椅
子
」「
朝
に
現
れ
て
夜
に
消
え
る
横
断

歩
道
」
と
い
っ
た
作

品
で
す
。
学
生
た

ち
は
設
置
期
間
中
、

市
民
に
直
接
説
明

を
行
い
、
反
応
を

観
察
。
多
く
の
市

民
か
ら
好
意
的
な

評
価
を
受
け
、
商

店
会
長
か
ら
も
「
デ

ザ
イ
ン
が
単
な
る
装

飾
に
と
ど
ま
ら
ず
、

深
い
意
図
が
読
み
取

れ
る
点
が
素
晴
ら

し
い
」
と
の
高
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み

を
通
じ
、
地
域
課

題
に
対
し
て
デ
ザ
イ

ン
が
貢
献
で
き
る
新

た
な
可
能
性
を
探

る
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
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ウ
ン
ド
で
演
技
を
披

露
し
て
い
ま
す
。チ

ア
は
人
を
応
援
す
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。見

て
く
れ
た
人
た
ち
が

私
た
ち
の
演
技
か
ら

勇
気
・
元
気
を
受
け

と
っ
て
も
ら
い
、
笑

顔
に
な
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
演
技
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
毎
年
8

月
に
行
わ
れ
て
い
る 

J
A
P
A
N
C
U
P

（
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
日
本
一
を
決
め
る
全
国
大

会
）
の
準
決
勝
進
出
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。そ
の

結
果
、2
0
2
4
年
の
神
奈
川
県
大
会
・
J
A
P
A
N
C
U
P

フ
ラ
イ
デ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
予
選
）
で
は
ノ
ー
ミ
ス
の
演
技

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。県
大
会
で
は
第
5
位
の
成

績
を
収
め
、
J
A
P
A
N 

C
U
P
で
は
チ
ー
ム
の
目
標
だ
っ

た
準
決
勝
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。現
在

は
、1
月
25
日
と
26
日
に
行
わ
れ
る
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権

大
会
の
た
め
に
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。大
学
受
験
後
に
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
3
年
生
、い
つ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
先
生

方
と
コ
ー
チ
、
保
護
者
の
皆
様
へ
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
た

め
、
2
分
30
秒
の
演
技
に
全
力
で
挑
み
、
悔
い
の
残
ら
な
い
演

技
を
披
露
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

（
高
等
部
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
部
長
　
飯
沼
桃
香
）

【
中
学
部
】

空
手
道「
形
」で
世
界
に
挑
む
！

　
中
学
部
1
学
年
の
小
俣
陽
さ
ん
は
、
今
夏
に
行
わ
れ
た
硬
式

空
手
道
国
際
選
手
権
大
会
の
平
塚
大
会
、
ま
た
神
奈
川
大
会

で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
国
際
大
会
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

【
小
俣
さ
ん
の
言
葉
】

　
私
が
空
手
を
始
め
た
の
は
幼
稚
園
年
中
の
6
月
か
ら
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、母
に「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
た
ら
い
い
ね
」

と
言
わ
れ
、
何
度
も
見
学
に
行
き
、
納
得
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
空
手
は
、
2
人
の
競
技
者
が
相
対
し
て
、
互
い
に
空
手
の
技

を
繰
り
出
す
こ
と
で
勝
敗
を
競
う
「
組
手
」
と
、
演
武
の
美
し

さ
を
競
う
「
形
」
の
2
種
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
私
は
「
形
」

の
選
手
を
や
っ
て
お
り
、
審
判
が
上
げ
る
旗
の
数
で
競
い
ま
す
。

試
合
後
、
勝
っ
た
と
し
て
も
礼
儀
を
重
ん
じ
る
競
技
な
の
で
、

そ
の
場
で
ガ
ッツ
ポ
ー
ズ
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
旗
が
全
て
私
の

方
に
上
が
っ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
く
て
、
心
の
中
で
思
わ
ず
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
ま
す
。
空
手
を
や
る
上
で
難
し
い
こ
と
は

自
分
の
こ
と
は
自
分
に
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
今
で
き
な
い
こ

と
、
苦
手
な
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
て
克
服
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
て
自
分
で
見
つ
け
た
課
題
を
克
服
で
き
た
と

き
は
と
て
も
達
成
感
が
あ
り
、「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
、
諦
め
な

く
て
よ
か
っ
た
」
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
形
」
は
一
人
で
黙
々
と

納
得
い
く
ま
で
練
習
し
ま
す
。
自
分
と
の
孤
独
な
戦
い
で
あ
る

と
い
う
点
も
と
て
も
大
変
で
す
。

　
日
本
硬
式
空
手
道
国
際
選
手
権
平
塚
大
会
で
は
、
決
勝
戦

の
相
手
が
去
年
の
世
界
大
会
の
優
勝
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
試

合
後
に
知
っ
た
と
き
は
、
驚
き
と
「
私
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
人
に

勝
て
た
ん
だ
」
と
い
う
自
信
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
神
奈

【
中
学
部・高
等
部
】

活
躍
す
る
生
徒
た
ち
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川
県
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
は
世
界
大
会
の
予
選
で
も
あ
っ

た
た
め
、
いつ
も
の
大
会
よ
り
も
緊
張
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
優

勝
し
た
と
き
の
安

堵
は
大
き
か
っ
た
で

す
。
今
後
の
目
標

は
8
月
の
世
界
大

会
で
優
勝
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ
続

け
て
い
き
ま
す
。

（
中
学
部
１
年
　
小
俣
陽
）

新
聞
を
通
し
て
社
会
と
向
き
合
う

　
中
学
部
で
は
、
新
聞
を
教
育
に
活
用
す
る
N
I
E
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
い
っ
し
ょ
に
読
も

う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
全
校
で
応
募
し
て
い
ま
す
。
自

分
が
関
心
を
持
っ
た
新
聞
記
事
を
選
び
、
家
族
や
友
人
の
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
く
活
動
で

す
。
今
回
、
神
奈
川
県
審
査
に
お
い
て
、
中
学
部
2
年
生
の

杉
本
心
希
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
杉
本
さ
ん

は
、
生
徒
に
と
っ
て
の
学
校
の
過
ご
し
や
す
さ
を
デ
ー
タ
で

計
測
す
る
ツ
ー
ル
を
い
じ
め
対
策
な
ど
に
取
り
入
れ
る
試
み

に
つ
い
て
書
か
れ
た
新
聞
記
事
を
選
び
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
ま
し
た
。

【
杉
本
さ
ん
の
言
葉
】

　
今
回
の
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
私
が
書
い
た
内
容
は
、
学
校

風
土
計
測
ツ
ー
ル
の
記
事
に
つ
い
て
批
判
的
に
考
え
た
も
の

で
し
た
。
私
が
こ
の
記
事
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
は
、
い
じ

め
に
対
す
る
捉
え
方
に
つ
い
て
で
す
。
最
近
い
じ
め
は
ど
ん

な
学
校
で
も
一
度
は
起
こ
る
「
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
」
と
捉

え
が
ち
で
す
。
こ
の
現
状
は
デ
ー
タ
化
す
る
だ
け
で
は
変
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
性
格
や
個
性
が
あ

る
の
で
、
互
い
に
相
手
の
性
格
や
個
性
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
く
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

い
じ
め
を
な
く
す
に
は
デ
ー
タ
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
重
視
し
た
制
度
を
作
る
こ
と
や
、
相

手
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
受
賞
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
私
に

は
あ
ま
り
な
い
経
験
だ
っ
た
の
で
驚
い
た
の
が
1
番
で
す
。

ま
た
、
私
の
文
章
を

読
ん
で
少
し
ず
つ
い

じ
め
に
対
す
る
捉
え

方
が
変
わ
っ
て
く
れ

れ
ば
嬉
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。（
中
学
部

2
年
　
杉
本
心
希
）

【
高
等
部
】

創
部
以
来
初
！
J
A
P
A
N 

C
U
P
準
決
勝

進
出
！

　
私
た
ち
は
中
学

生
1
人
、
高
校
生
17

人
の
18
人
で
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
主
に

夏
と
冬
に
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
、
学
内

や
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
た

め
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。毎
年
行
わ

れ
る
相
生
祭
で
は
、

G
R
A
M
P
U
S

キ
ッ
ズ
か
ら
大
学

生
ま
で
集
い
グ
ラ

飛
躍
の
1
年
間

　
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部

に
と
っ
て
こ
の
1
年

間
は
部
の
強
み
を
再

認
識
し
着
実
に
結
果

を
掴
む
こ
と
の
で
き

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
成
績
を
次
々

に
更
新
し
、
第
36
回

全
日
本
高
校
・
大
学

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
創
部
以
来

初
の
準
入
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
勢
い
は

留
ま
る
こ
と
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

未

経
験
者
や
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン

ス
経
験
者
が
集
ま
り
、

同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部

は
、
個
々
の
良
さ
が

輝
け
る
場
所
で
す
。

　
1
9
3
9
年
、
ア

メ
リ
カ
南
部
の
人
種

差
別
へ
の
怒
り
と
悲

し
み
を
歌
っ
た
「
奇

妙
な
果
実
」
を
テ
ー

マ
に
、
6
月
の
県
大

会
か
ら
8
月
の
神
戸

全
国
大
会
・
相
生
祭
・

11
月
の
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
ま
で
、
こ
の
「
奇
妙
な
果
実
」
を
踊
っ
て
き
ま
し
た
。

踊
り
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
テ
ー
マ
を
伝
え
る
た
め
に
、
作

品
の
核
と
な
る
モ
チ
ー
フ
や
新
し
い
動
き
を
取
り
入
れ
た
こ

と
で
、
見
る
人
の
印
象
に
残
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

作
品
と
出
会
い
、
仲
間
と
共
に
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
、
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ

硬式空手道「形」で
活躍の小俣さん

新聞コンクール最優秀賞
の杉本さん地域のイベントにて演技しました！

の
感
謝
の
気
持
ち
を
賞
と
い
う
形
と
し
て
残
せ
た
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
新
人
大
会
や
全
国
大
会
に
向
け
て
、
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

（
高
等
部
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
部
長
　
髙
橋
瑞
穂
）

ひ
と
夏
の
思
い
を
凝
縮
さ
せ
た
12
分
間

　
私
た
ち
は
、
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
生
の
部
A

部
門
に
お
い
て
、
2
年
連
続
で
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
番

の
演
奏
で
は
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
と
い
う
実
感
が
あ

っ
た
の
で
、
銀
賞
の
結
果
に
は
、
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
、
本
当
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
た
、
か
け
が
え
の
な

い
12
分
間
と
な
り
ま
し
た
。
出
場
順
が
1
番
だ
っ
た
た
め
、
夏

休
み
後
半
か
ら
は
朝
型
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま
し
た
。
本

番
の
日
は
、
何
と
午
前
2
時
に
起
床
し
、
午
前
3
時
か
ら
は
音

出
し
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
開
演
の
10
時
に
、
課
題
曲
Ⅲ

「
メ
ル
ヘ
ン
」と
自
由
曲「
吹
奏
楽
の
た
め
の
交
響
曲『
ワ
イ
ン
・

ダ
ー
ク
・
シ
ー
』
よ
り
」
を
、
バ
ン
ド
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
関

井
う
ら
ら
先
生
の
指
揮
の
下
、
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。
ひ
と
夏

の
思
い
を
凝
縮
さ
せ
て
、
最
後
の
一
音
ま
で
集
中
し
て
吹
き
切

り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
直
前
の
7
月
半
ば
に
は
、
コ
ン
ク
ー

ル
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
高
校
3
年
生
で
集
ま
っ
て
何
度

も
話
し
合
い
を
重
ね
、
た

く
さ
ん
の
壁
を
乗
り
越
え

た
こ
と
で
、
再
び
東
関
東

の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
生
方
、
高

校
2
年
生
・
1
年
生
、
11

人
で
神
奈
川
県
大
会
銀
賞

ま
で
進
出
し
た
中
学
生
た

ち
、
見
守
り
支
え
て
く
れ

た
家
族
を
は
じ
め
、
ご
支

援
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
高
等
部
吹
奏
楽
部

部
長
　
鈴
木
理
心
）

地域の夏祭りで演技しました！

相生祭発表を終えて、顧問の先生、コーチと

12分間の熱演を終えて

夏の全国大会でノーミスの演技をしました！

神戸大会舞台写真
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ウ
ン
ド
で
演
技
を
披

露
し
て
い
ま
す
。チ

ア
は
人
を
応
援
す
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。見

て
く
れ
た
人
た
ち
が

私
た
ち
の
演
技
か
ら

勇
気
・
元
気
を
受
け

と
っ
て
も
ら
い
、
笑

顔
に
な
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
演
技
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
毎
年
8

月
に
行
わ
れ
て
い
る 

J
A
P
A
N
C
U
P

（
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
日
本
一
を
決
め
る
全
国
大

会
）
の
準
決
勝
進
出
を
目
標
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。そ
の

結
果
、2
0
2
4
年
の
神
奈
川
県
大
会
・
J
A
P
A
N
C
U
P

フ
ラ
イ
デ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
予
選
）
で
は
ノ
ー
ミ
ス
の
演
技

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。県
大
会
で
は
第
5
位
の
成

績
を
収
め
、
J
A
P
A
N 

C
U
P
で
は
チ
ー
ム
の
目
標
だ
っ

た
準
決
勝
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。現
在

は
、1
月
25
日
と
26
日
に
行
わ
れ
る
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権

大
会
の
た
め
に
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。大
学
受
験
後
に
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
3
年
生
、い
つ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
る
先
生

方
と
コ
ー
チ
、
保
護
者
の
皆
様
へ
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
た

め
、
2
分
30
秒
の
演
技
に
全
力
で
挑
み
、
悔
い
の
残
ら
な
い
演

技
を
披
露
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

（
高
等
部
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
部
長
　
飯
沼
桃
香
）

【
中
学
部
】

空
手
道「
形
」で
世
界
に
挑
む
！

　
中
学
部
1
学
年
の
小
俣
陽
さ
ん
は
、
今
夏
に
行
わ
れ
た
硬
式

空
手
道
国
際
選
手
権
大
会
の
平
塚
大
会
、
ま
た
神
奈
川
大
会

で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、
国
際
大
会
の
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

【
小
俣
さ
ん
の
言
葉
】

　
私
が
空
手
を
始
め
た
の
は
幼
稚
園
年
中
の
6
月
か
ら
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、母
に「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
た
ら
い
い
ね
」

と
言
わ
れ
、
何
度
も
見
学
に
行
き
、
納
得
し
て
始
め
ま
し
た
。

　
空
手
は
、
2
人
の
競
技
者
が
相
対
し
て
、
互
い
に
空
手
の
技

を
繰
り
出
す
こ
と
で
勝
敗
を
競
う
「
組
手
」
と
、
演
武
の
美
し

さ
を
競
う
「
形
」
の
2
種
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
私
は
「
形
」

の
選
手
を
や
っ
て
お
り
、
審
判
が
上
げ
る
旗
の
数
で
競
い
ま
す
。

試
合
後
、
勝
っ
た
と
し
て
も
礼
儀
を
重
ん
じ
る
競
技
な
の
で
、

そ
の
場
で
ガ
ッツ
ポ
ー
ズ
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
旗
が
全
て
私
の

方
に
上
が
っ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し
く
て
、
心
の
中
で
思
わ
ず
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
ま
す
。
空
手
を
や
る
上
で
難
し
い
こ
と
は

自
分
の
こ
と
は
自
分
に
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
今
で
き
な
い
こ

と
、
苦
手
な
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
て
克
服
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
て
自
分
で
見
つ
け
た
課
題
を
克
服
で
き
た
と

き
は
と
て
も
達
成
感
が
あ
り
、「
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
、
諦
め
な

く
て
よ
か
っ
た
」
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
形
」
は
一
人
で
黙
々
と

納
得
い
く
ま
で
練
習
し
ま
す
。
自
分
と
の
孤
独
な
戦
い
で
あ
る

と
い
う
点
も
と
て
も
大
変
で
す
。

　
日
本
硬
式
空
手
道
国
際
選
手
権
平
塚
大
会
で
は
、
決
勝
戦

の
相
手
が
去
年
の
世
界
大
会
の
優
勝
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
試

合
後
に
知
っ
た
と
き
は
、
驚
き
と
「
私
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
人
に

勝
て
た
ん
だ
」
と
い
う
自
信
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
神
奈

【
中
学
部・高
等
部
】

活
躍
す
る
生
徒
た
ち
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川
県
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
は
世
界
大
会
の
予
選
で
も
あ
っ

た
た
め
、
いつ
も
の
大
会
よ
り
も
緊
張
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
優

勝
し
た
と
き
の
安

堵
は
大
き
か
っ
た
で

す
。
今
後
の
目
標

は
8
月
の
世
界
大

会
で
優
勝
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ
続

け
て
い
き
ま
す
。

（
中
学
部
１
年
　
小
俣
陽
）

新
聞
を
通
し
て
社
会
と
向
き
合
う

　
中
学
部
で
は
、
新
聞
を
教
育
に
活
用
す
る
N
I
E
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
い
っ
し
ょ
に
読
も

う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
全
校
で
応
募
し
て
い
ま
す
。
自

分
が
関
心
を
持
っ
た
新
聞
記
事
を
選
び
、
家
族
や
友
人
の
意

見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
く
活
動
で

す
。
今
回
、
神
奈
川
県
審
査
に
お
い
て
、
中
学
部
2
年
生
の

杉
本
心
希
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
杉
本
さ
ん

は
、
生
徒
に
と
っ
て
の
学
校
の
過
ご
し
や
す
さ
を
デ
ー
タ
で

計
測
す
る
ツ
ー
ル
を
い
じ
め
対
策
な
ど
に
取
り
入
れ
る
試
み

に
つ
い
て
書
か
れ
た
新
聞
記
事
を
選
び
、
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
ま
し
た
。

【
杉
本
さ
ん
の
言
葉
】

　
今
回
の
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
私
が
書
い
た
内
容
は
、
学
校

風
土
計
測
ツ
ー
ル
の
記
事
に
つ
い
て
批
判
的
に
考
え
た
も
の

で
し
た
。
私
が
こ
の
記
事
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
は
、
い
じ

め
に
対
す
る
捉
え
方
に
つ
い
て
で
す
。
最
近
い
じ
め
は
ど
ん

な
学
校
で
も
一
度
は
起
こ
る
「
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
」
と
捉

え
が
ち
で
す
。
こ
の
現
状
は
デ
ー
タ
化
す
る
だ
け
で
は
変
わ

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
性
格
や
個
性
が
あ

る
の
で
、
互
い
に
相
手
の
性
格
や
個
性
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
く
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

い
じ
め
を
な
く
す
に
は
デ
ー
タ
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
重
視
し
た
制
度
を
作
る
こ
と
や
、
相

手
に
興
味
や
関
心
を
持
ち
、
理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
受
賞
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
私
に

は
あ
ま
り
な
い
経
験
だ
っ
た
の
で
驚
い
た
の
が
1
番
で
す
。

ま
た
、
私
の
文
章
を

読
ん
で
少
し
ず
つ
い

じ
め
に
対
す
る
捉
え

方
が
変
わ
っ
て
く
れ

れ
ば
嬉
し
い
な
と
思

い
ま
し
た
。（
中
学
部

2
年
　
杉
本
心
希
）

【
高
等
部
】

創
部
以
来
初
！
J
A
P
A
N 

C
U
P
準
決
勝

進
出
！

　
私
た
ち
は
中
学

生
1
人
、
高
校
生
17

人
の
18
人
で
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
主
に

夏
と
冬
に
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
、
学
内

や
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
た

め
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。毎
年
行
わ

れ
る
相
生
祭
で
は
、

G
R
A
M
P
U
S

キ
ッ
ズ
か
ら
大
学

生
ま
で
集
い
グ
ラ

飛
躍
の
1
年
間

　
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部

に
と
っ
て
こ
の
1
年

間
は
部
の
強
み
を
再

認
識
し
着
実
に
結
果

を
掴
む
こ
と
の
で
き

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
成
績
を
次
々

に
更
新
し
、
第
36
回

全
日
本
高
校
・
大
学

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
創
部
以
来

初
の
準
入
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
勢
い
は

留
ま
る
こ
と
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

未

経
験
者
や
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン

ス
経
験
者
が
集
ま
り
、

同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部

は
、
個
々
の
良
さ
が

輝
け
る
場
所
で
す
。

　
1
9
3
9
年
、
ア

メ
リ
カ
南
部
の
人
種

差
別
へ
の
怒
り
と
悲

し
み
を
歌
っ
た
「
奇

妙
な
果
実
」
を
テ
ー

マ
に
、
6
月
の
県
大

会
か
ら
8
月
の
神
戸

全
国
大
会
・
相
生
祭
・

11
月
の
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
ま
で
、
こ
の
「
奇
妙
な
果
実
」
を
踊
っ
て
き
ま
し
た
。

踊
り
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
テ
ー
マ
を
伝
え
る
た
め
に
、
作

品
の
核
と
な
る
モ
チ
ー
フ
や
新
し
い
動
き
を
取
り
入
れ
た
こ

と
で
、
見
る
人
の
印
象
に
残
る
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

作
品
と
出
会
い
、
仲
間
と
共
に
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
、
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ

硬式空手道「形」で
活躍の小俣さん

新聞コンクール最優秀賞
の杉本さん地域のイベントにて演技しました！

の
感
謝
の
気
持
ち
を
賞
と
い
う
形
と
し
て
残
せ
た
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
新
人
大
会
や
全
国
大
会
に
向
け
て
、
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。
応
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

（
高
等
部
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部
部
長
　
髙
橋
瑞
穂
）

ひ
と
夏
の
思
い
を
凝
縮
さ
せ
た
12
分
間

　
私
た
ち
は
、
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
生
の
部
A

部
門
に
お
い
て
、
2
年
連
続
で
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
番

の
演
奏
で
は
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
と
い
う
実
感
が
あ

っ
た
の
で
、
銀
賞
の
結
果
に
は
、
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
、
本
当
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
た
、
か
け
が
え
の
な

い
12
分
間
と
な
り
ま
し
た
。
出
場
順
が
1
番
だ
っ
た
た
め
、
夏

休
み
後
半
か
ら
は
朝
型
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま
し
た
。
本

番
の
日
は
、
何
と
午
前
2
時
に
起
床
し
、
午
前
3
時
か
ら
は
音

出
し
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
開
演
の
10
時
に
、
課
題
曲
Ⅲ

「
メ
ル
ヘ
ン
」と
自
由
曲「
吹
奏
楽
の
た
め
の
交
響
曲『
ワ
イ
ン
・

ダ
ー
ク
・
シ
ー
』
よ
り
」
を
、
バ
ン
ド
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
関

井
う
ら
ら
先
生
の
指
揮
の
下
、
演
奏
い
た
し
ま
し
た
。
ひ
と
夏

の
思
い
を
凝
縮
さ
せ
て
、
最
後
の
一
音
ま
で
集
中
し
て
吹
き
切

り
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
直
前
の
7
月
半
ば
に
は
、
コ
ン
ク
ー

ル
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
の
か
高
校
3
年
生
で
集
ま
っ
て
何
度

も
話
し
合
い
を
重
ね
、
た

く
さ
ん
の
壁
を
乗
り
越
え

た
こ
と
で
、
再
び
東
関
東

の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
生
方
、
高

校
2
年
生
・
1
年
生
、
11

人
で
神
奈
川
県
大
会
銀
賞

ま
で
進
出
し
た
中
学
生
た

ち
、
見
守
り
支
え
て
く
れ

た
家
族
を
は
じ
め
、
ご
支

援
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
高
等
部
吹
奏
楽
部

部
長
　
鈴
木
理
心
）

地域の夏祭りで演技しました！

相生祭発表を終えて、顧問の先生、コーチと

12分間の熱演を終えて

夏の全国大会でノーミスの演技をしました！

神戸大会舞台写真



9　Campus News vol.183

大
学
院
の
授
業
で
、
栄
養
科
学
に
関
す
る
　

一
般
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

博
士
前
期
課
程
「
総
合
栄
養
科
学
特
論
」

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
10
〜
1
月
に
か
け

て
、
栄
養
科
学
の
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹

介
す
る
一
般
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

栄
養
科
学
研
究
科
は
4
つ
の
領
域
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
態
栄
養
領
域
は
、「
ニ

ュ
ー
ト
リ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
の
視
点
か
ら
考
え
る

栄
養
シ
グ
ナ
ル
と
生
体
調
節
機
能
」
矢
作
直

也
先
生
（
自
治
医
大
）
と
「
有
機
合
成
化
学

者
の
お
仕
事
―
生
命
科
学
と
の
か
か
わ
り
方

―
」
新
藤
充
先
生
（
九
州
大
）、
食
品
栄
養
領

域
は
、「
カ
ン
キ
ツ
育
種
技
術
の
最
前
線
」
後

藤
新
悟
先
生
（
国
立
農
研
機
構
）
と
「
真
菌

の
性
質
や
生
態
、
ヒ
ト
へ
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
」
矢
口
貴
志
先
生
（
千
葉
大
）、
保
健
栄

養
領
域
は
、「
子
ど
も
に
お
け
る
孤
食
と
健
康

と
の
関
連
」白
澤
貴
子
先
生（
昭
和
大
）と「
台

湾
の
健
康
・
栄
養
問
題
と
食
育
」Pei-ying 

Lin

先
生
（
輔
英

科
技
大
）、
栄
養

生
理
領
域
は
、「
ア

ス
リ
ー
ト
の
た
め

の
糖
質
の
と
り

方
」
塩
瀬
圭
佑
先

生
（
宮
崎
大
）
と

「
運
動
は
ど
の
よ

う
に
し
て
認
知
機

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
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相
模
女
子
大
学
に
お
け
る
生
涯
学
修

事
業
は
、
一
九
六
五
年
に
相
模
原
市
と

共
同
で
開
講
し
た
「
市
民
大
学
」
を
皮

切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
市
民
大
学
は
、

行
政
と
大
学
が
共
催
す
る
市
民
向
け
講

座
と
し
て
は
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組

み
で
、「
地
域
に
開
か
れ
た
学
園
」
を

魅
力
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
る
本
学
園
で

は
、
そ
の
後
も
「
生
涯
学
修
の
推
進
」

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
本
学
独
自

の
教
養
講
座
「
さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー
」

や
、
学
生
と
共
に
正
規
科
目
を
受
講
す

る
「
さ
が
み
学
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を

開
講
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
学
び

の
場
づ
く
り
を
進
め
、
近
年
で
は
、
働

く
女
性
を
対
象
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
講
座
や
、
障
害
者
と
共
に
学
ぶ
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
講
座
を
開
講
す
る
な

ど
、独
自
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

行
政
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
新
た

な
学
び
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
本

学
園
と
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
本
学
の
生
涯
学
修
講
座
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
涯
学
び
続
け
る
た
め
の
　
　
　
　

環
境
づ
く
り

　
近
年
、
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
女
性

が
増
え
る
中
で
、
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨

く
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
出
産
や
育

児
な
ど
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
す
る
女
性
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
を
描
く
こ
と
が
難
し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
女
性
が
自
分
ら
し
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
を
見
つ
け
、
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
指
す
講
座
を
2
0
2
2
年
度
か
ら
開
講
し
て
い

ま
す
。
必
修
科
目
「
自
分
軸
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
3
つ
の
エ
リ
ア
（
①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、

②
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
実
践
ス
キ
ル
と

知
識
、③
仕
事
と
人
生
に
新
た
な
発
想
を
も
た
ら
す
デ
ザ

イ
ン
思
考
）
で
構
成
さ
れ
、
段
階
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
学
び
ま
す
。
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
修
了

す
る
と
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
受
講
生
の
約
7
割

は
企
業
等
か
ら
の
研
修
派
遣
で
、
異
業
種
の
女
性
と
学

び
な
が
ら
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
く
機
会
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
は
13
名

が
受
講
し
、
非
常
に
意
欲

的
な
受
講
生
に
よ
っ
て
活

気
に
満
ち
た
学
び
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

未
来
志
向
の
女
性
に
向
け
た
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座

　
2
0
2
4
年
11
月
26
日
、
高
砂
熱
学
工
業

株
式
会
社
の
研
修
講
座
と
し
て
、
女
性
社
員

向
け
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
受
講
者
が
自
分
の
強
み
を
再
発

見
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
へ
の
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
を

目
指
す
内
容
で
、
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
小
泉
京
美
教
授
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。
多
様
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
の
後
、

本
法
人
の
理
事
で
あ
り
、
株
式
会
社
エ
フ
エ

ム
さ
が
み
代
表
取
締
役
の
平
岩
夏
木
氏
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
平
岩
氏
の

経
験
を
通
じ
た
具
体
的
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

実
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
に
は
、
女
性
社
員
133
名
（
対
面
61

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
72
名
）
が
受
講
さ
れ
、
受
講

者
か
ら
は
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー
の
考
え
方
を

初
め
て
知
り
、
視
野
が
広
が
っ
た
」「
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
見
つ
け
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
得

ら
れ
た
」
と
い
っ

た
好
評
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
と
し
て
も
、

企
業
と
の
産
学
連

携
に
よ
る
女
性
キ

ャ
リ
ア
支
援
の
可

能
性
を
さ
ら
に
広

げ
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

産
学
連
携
で
女
性
社
員
の
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

学園各部報告

学
園
各
部

報
告

生
涯
学
修
事
業

学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

特集5
〈特集 5〉学び続ける環境づくり（生涯学修事業）

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

大
学
で
学
ぶ
楽
し
み
発
見
セ
ミ
ナ
ー

　
本
学
は
、
相
模
原
市
と
連
携
し
て
文
部
科

学
省
事
業
「
学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者

の
学
び
の
支
援
推
進
事
業
」
を
受
託
し
、
障
害

者
が
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
生
涯
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
「
大
学

で
学
ぶ
楽
し
み
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
今
年
度

４
回
行
わ
れ
、
本
学
の
教
員
4
名
が
講
師
と

な
っ
て
、「
ス
マ
ホ
や
デ
ジ
カ
メ
を
活
用
し
た

撮
影
・
演
出
テ
ク
ニ
ッ
ク
」「
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
思
考
力
」「
呼
吸
法
に
よ
る
瞑

想
で
自
分
を
見
つ
め
る
」「
行
動
分
析
学
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
各
回
の
第
2

部
で
は
、
川
口
信
雄
氏
に
よ
る
就
労
に
向
け

た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
講
座
、
第
3
部
で
は

「
私
の
趣
味
自
慢
タ
イ
ム
」
を
通
じ
て
参
加
者

同
士
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、障
害
の
あ
る
若
者
に
と
っ
て
「
第
三
の
場
」

を
提
供
し
、
学
び
続
け

る
場
の
重
要
性
を
広
め

る
機
会
と
し
て
い
ま

す
。
相
模
女
子
大
学
は
、

今
後
も
相
模
原
市
と
連

携
し
、
発
達
・
知
的
障

害
の
あ
る
若
者
や
学
生

が
共
に
学
び
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

リーダーシップ育成講座風景

高砂熱学工業リカレント研修講座

セミナー３部セミナー１部

※詳しくは、本学生涯
　学修ホームページを
　ご覧ください。

※リーダーシップ育成
　講座ホームページ

能
を
改
善
す
る
の
か
？
」
三
上
俊
夫
先
生
（
日

医
大
）、
の
8
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
学
院
生
の
他
に
教
員
や
栄
養
科
学
部
の

学
生
、そ
し
て
、一
般
の
方
も
多
数
参
加
し
て
、

と
て
も
興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
2
0
2
5
年
度
も
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た

日
本
語
日
本
文
学
科
で
は
、
1
年
生
を
対

象
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
就
職
活
動

が
本
格
化
す
る
3
年
生
よ
り
前
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
将
来
の
仕
事
や
働
き
方
、
そ
し
て
自

分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

お
昼
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
、
ラ
ン
チ
を

食
べ
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、

本
学
の
職
員
2
名
よ
り
、
学
生
時
代
の
こ
と

を
は
じ
め
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
、
就
職
支
援

課
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
語
日
本
文

学
科
で
は
、
日
々

の
授
業
を
大
切
に

す
る
こ
と
と
共
に
、

学
生
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
も
、

低
学
年
か
ら
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

（
日
本
語
日
本
文
学
科
）

相
模
女
子
大
学
日
本
学
国
際
研
究
所
で
は
、

シ
リ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
中
で
す
！

相
模
女
子
大
学
日
本
学
国
際
研
究
所
で
は
、

紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

公開講座チラシ

ラ
ウ
ン
ジ
に
て
、

シ
リ
ー
ズ
イ
ベ
ン

ト
「
相
模
女
子
大

学
日
本
学
国
際
研

究
所
と
学
ぶ
・
知

る
・
考
え
る
」
を

2
0
2
4
年
9
月

か
ら
隔
月
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
本

シ
リ
ー
ズ
は
、
本

学
の
幅
広
い
研
究

分
野
に
お
け
る
日

本
学
に
関
す
る
研

究
成
果
の
一
端

を
、
ゲ
ス
ト
も
交

え
て
ご
紹
介
し
て

い
く
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、vol.1

『「
漢
文
・
ア
ニ
メ
・
国
際
」
で
大
喜
利
す
る

と
―
典
拠
を
踏
ま
え
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
の
世
界

―
』、vol.2

『
歌
舞
伎
を
世
界
へ
〜
歌
舞
伎
の

映
像
化
コ
ン
テ
ン
ツ
が
秘
め
る
可
能
性
〜
』、

vol.3

『
マ
ン
ガ
が
描
く
少
女
マ
ン
ガ
家
〜
少

女
マ
ン
ガ
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
』
の

3
回
を
開
催
し
、
い
ず
れ
も
大
盛
況
の
う
ち

に
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

3
月
16
日
（
日
）
に
は
鎌
倉
市
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
学
芸
員
の
今
西
彩
子
氏
を
お
迎

え
し
、vol.4

『
日
本
近
代
美
人
画
の
魅
力
〜

日
本
画
家
・
鏑
木
清
方
と
そ
の
一
門
を
中
心

に
〜
』
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
美
人
画
の
海

外
で
の
紹
介
や
評
価
、
鏑
木
清
方
の
画
業
と

弟
子
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
美
人
画

の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
2
0
2
5
年
度
も
引
き
続

き
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
・
ご
友
人
と
一
緒
に
お
越
し
く

だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
日
本
学
国
際
研
究
所
）

講演会の様子

研究所の紹介をする田畑学長

多くの学生が参加しました

講演中の様子

複
数
大
学
合
同
・
集
団
面
接
・
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
練
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

大
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
複
数
大
学
合

同
・
集
団
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
練
習
会
が
、神
奈
川
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
を
は
じ
め
、
亜
細
亜
大
学
、
神
奈
川
大
学
、

川
村
学
園
女
子
大
学
、
関
東
学
院
大
学
、
國
學

院
大
學
、
実
践
女
子
大
学
、
白
百
合
女
子
大
学
、

拓
殖
大
学
、
中
央
学
院
大
学
、
帝
京
大
学
、
東

洋
英
和
女
学
院
大
学
と
12
大
学
か
ら
約
50
名
の

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

練
習
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
番
さ
な
が
ら

の
集
団
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
業
の
方

よ
り
、
良
い
点
・
改
善
点
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
行
わ
れ
、
他
校
の
学
生
か
ら
も
刺
激
を
受
け

る
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
支
援
課
で
は
、
学
生
に
合
わ
せ
た
就
職

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
就
職
支
援
課
）

https://sagami-recurrent.net/
https://www.sagami-wu.ac.jp/longlife/inclusive/
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大
学
院
の
授
業
で
、
栄
養
科
学
に
関
す
る
　

一
般
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　
博
士
前
期
課
程
「
総
合
栄
養
科
学
特
論
」

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
10
〜
1
月
に
か
け

て
、
栄
養
科
学
の
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹

介
す
る
一
般
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

栄
養
科
学
研
究
科
は
4
つ
の
領
域
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
態
栄
養
領
域
は
、「
ニ

ュ
ー
ト
リ
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
の
視
点
か
ら
考
え
る

栄
養
シ
グ
ナ
ル
と
生
体
調
節
機
能
」
矢
作
直

也
先
生
（
自
治
医
大
）
と
「
有
機
合
成
化
学

者
の
お
仕
事
―
生
命
科
学
と
の
か
か
わ
り
方

―
」
新
藤
充
先
生
（
九
州
大
）、
食
品
栄
養
領

域
は
、「
カ
ン
キ
ツ
育
種
技
術
の
最
前
線
」
後

藤
新
悟
先
生
（
国
立
農
研
機
構
）
と
「
真
菌

の
性
質
や
生
態
、
ヒ
ト
へ
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
」
矢
口
貴
志
先
生
（
千
葉
大
）、
保
健
栄

養
領
域
は
、「
子
ど
も
に
お
け
る
孤
食
と
健
康

と
の
関
連
」白
澤
貴
子
先
生（
昭
和
大
）と「
台

湾
の
健
康
・
栄
養
問
題
と
食
育
」Pei-ying 

Lin

先
生
（
輔
英

科
技
大
）、
栄
養

生
理
領
域
は
、「
ア

ス
リ
ー
ト
の
た
め

の
糖
質
の
と
り

方
」
塩
瀬
圭
佑
先

生
（
宮
崎
大
）
と

「
運
動
は
ど
の
よ

う
に
し
て
認
知
機

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部
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相
模
女
子
大
学
に
お
け
る
生
涯
学
修

事
業
は
、
一
九
六
五
年
に
相
模
原
市
と

共
同
で
開
講
し
た
「
市
民
大
学
」
を
皮

切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
市
民
大
学
は
、

行
政
と
大
学
が
共
催
す
る
市
民
向
け
講

座
と
し
て
は
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組

み
で
、「
地
域
に
開
か
れ
た
学
園
」
を

魅
力
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
る
本
学
園
で

は
、
そ
の
後
も
「
生
涯
学
修
の
推
進
」

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
本
学
独
自

の
教
養
講
座
「
さ
が
み
ア
カ
デ
ミ
ー
」

や
、
学
生
と
共
に
正
規
科
目
を
受
講
す

る
「
さ
が
み
学
び
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を

開
講
す
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
学
び

の
場
づ
く
り
を
進
め
、
近
年
で
は
、
働

く
女
性
を
対
象
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
講
座
や
、
障
害
者
と
共
に
学
ぶ
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
講
座
を
開
講
す
る
な

ど
、独
自
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

行
政
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
っ
て
新
た

な
学
び
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
本

学
園
と
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
本
学
の
生
涯
学
修
講
座
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
涯
学
び
続
け
る
た
め
の
　
　
　
　

環
境
づ
く
り

　
近
年
、
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
女
性

が
増
え
る
中
で
、
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
磨

く
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
出
産
や
育

児
な
ど
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
す
る
女
性
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
を
描
く
こ
と
が
難
し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
女
性
が
自
分
ら
し
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
を
見
つ
け
、
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
指
す
講
座
を
2
0
2
2
年
度
か
ら
開
講
し
て
い

ま
す
。
必
修
科
目
「
自
分
軸
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
3
つ
の
エ
リ
ア
（
①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、

②
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
の
実
践
ス
キ
ル
と

知
識
、③
仕
事
と
人
生
に
新
た
な
発
想
を
も
た
ら
す
デ
ザ

イ
ン
思
考
）
で
構
成
さ
れ
、
段
階
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
学
び
ま
す
。
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
修
了

す
る
と
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
受
講
生
の
約
7
割

は
企
業
等
か
ら
の
研
修
派
遣
で
、
異
業
種
の
女
性
と
学

び
な
が
ら
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
築
く
機
会
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
は
13
名

が
受
講
し
、
非
常
に
意
欲

的
な
受
講
生
に
よ
っ
て
活

気
に
満
ち
た
学
び
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

未
来
志
向
の
女
性
に
向
け
た
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座

　
2
0
2
4
年
11
月
26
日
、
高
砂
熱
学
工
業

株
式
会
社
の
研
修
講
座
と
し
て
、
女
性
社
員

向
け
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
受
講
者
が
自
分
の
強
み
を
再
発

見
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
へ
の
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
を

目
指
す
内
容
で
、
英
語
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
小
泉
京
美
教
授
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。
多
様
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
の
後
、

本
法
人
の
理
事
で
あ
り
、
株
式
会
社
エ
フ
エ

ム
さ
が
み
代
表
取
締
役
の
平
岩
夏
木
氏
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
平
岩
氏
の

経
験
を
通
じ
た
具
体
的
な
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

実
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
に
は
、
女
性
社
員
133
名
（
対
面
61

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
72
名
）
が
受
講
さ
れ
、
受
講

者
か
ら
は
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー
の
考
え
方
を

初
め
て
知
り
、
視
野
が
広
が
っ
た
」「
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
見
つ
け
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
得

ら
れ
た
」
と
い
っ

た
好
評
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
と
し
て
も
、

企
業
と
の
産
学
連

携
に
よ
る
女
性
キ

ャ
リ
ア
支
援
の
可

能
性
を
さ
ら
に
広

げ
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

産
学
連
携
で
女
性
社
員
の
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

学園各部報告  

学
園
各
部

報
告

生
涯
学
修
事
業

学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

特集5
〈特集 5〉学び続ける環境づくり（生涯学修事業）

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
　
　
　
　
　
　

大
学
で
学
ぶ
楽
し
み
発
見
セ
ミ
ナ
ー

　
本
学
は
、
相
模
原
市
と
連
携
し
て
文
部
科

学
省
事
業
「
学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者

の
学
び
の
支
援
推
進
事
業
」
を
受
託
し
、
障
害

者
が
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
生
涯
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
「
大
学

で
学
ぶ
楽
し
み
発
見
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
今
年
度

４
回
行
わ
れ
、
本
学
の
教
員
4
名
が
講
師
と

な
っ
て
、「
ス
マ
ホ
や
デ
ジ
カ
メ
を
活
用
し
た

撮
影
・
演
出
テ
ク
ニ
ッ
ク
」「
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
な
思
考
力
」「
呼
吸
法
に
よ
る
瞑

想
で
自
分
を
見
つ
め
る
」「
行
動
分
析
学
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
各
回
の
第
2

部
で
は
、
川
口
信
雄
氏
に
よ
る
就
労
に
向
け

た
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
講
座
、
第
3
部
で
は

「
私
の
趣
味
自
慢
タ
イ
ム
」
を
通
じ
て
参
加
者

同
士
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、障
害
の
あ
る
若
者
に
と
っ
て
「
第
三
の
場
」

を
提
供
し
、
学
び
続
け

る
場
の
重
要
性
を
広
め

る
機
会
と
し
て
い
ま

す
。
相
模
女
子
大
学
は
、

今
後
も
相
模
原
市
と
連

携
し
、
発
達
・ 

知
的
障

害
の
あ
る
若
者
や
学
生

が
共
に
学
び
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

リーダーシップ育成講座風景

高砂熱学工業リカレント研修講座

セミナー３部セミナー１部

※詳しくは、本学生涯
　学修ホームページを
　ご覧ください。

※リーダーシップ育成
　講座ホームページ

能
を
改
善
す
る
の
か
？
」
三
上
俊
夫
先
生
（
日

医
大
）、
の
8
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
学
院
生
の
他
に
教
員
や
栄
養
科
学
部
の

学
生
、そ
し
て
、一
般
の
方
も
多
数
参
加
し
て
、

と
て
も
興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
2
0
2
5
年
度
も
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
日
本
語
日
本
文
学
科
で
は
、
1
年
生
を
対

象
と
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
は
、
就
職
活
動

が
本
格
化
す
る
3
年
生
よ
り
前
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
将
来
の
仕
事
や
働
き
方
、
そ
し
て
自

分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
お
昼
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
、
ラ
ン
チ
を

食
べ
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、

本
学
の
職
員
2
名
よ
り
、
学
生
時
代
の
こ
と

を
は
じ
め
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
、
就
職
支
援

課
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
語
日
本
文

学
科
で
は
、
日
々

の
授
業
を
大
切
に

す
る
こ
と
と
共
に
、

学
生
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
も
、

低
学
年
か
ら
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
日
本
語
日
本
文
学
科
）

相
模
女
子
大
学
日
本
学
国
際
研
究
所
で
は
、　

シ
リ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
中
で
す
！

　
相
模
女
子
大
学
日
本
学
国
際
研
究
所
で
は
、

紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

公開講座チラシ

ラ
ウ
ン
ジ
に
て
、

シ
リ
ー
ズ
イ
ベ
ン

ト
「
相
模
女
子
大

学
日
本
学
国
際
研

究
所
と
学
ぶ
・
知

る
・
考
え
る
」
を

2
0
2
4
年
9
月

か
ら
隔
月
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
本

シ
リ
ー
ズ
は
、
本

学
の
幅
広
い
研
究

分
野
に
お
け
る
日

本
学
に
関
す
る
研

究
成
果
の
一
端

を
、
ゲ
ス
ト
も
交

え
て
ご
紹
介
し
て

い
く
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、vol.1

『「
漢
文
・
ア
ニ
メ
・
国
際
」
で
大
喜
利
す
る

と
―
典
拠
を
踏
ま
え
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
の
世
界

―
』、vol.2

『
歌
舞
伎
を
世
界
へ
〜
歌
舞
伎
の

映
像
化
コ
ン
テ
ン
ツ
が
秘
め
る
可
能
性
〜
』、

vol.3

『
マ
ン
ガ
が
描
く
少
女
マ
ン
ガ
家
〜
少

女
マ
ン
ガ
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
』
の

3
回
を
開
催
し
、
い
ず
れ
も
大
盛
況
の
う
ち

に
講
演
を
終
え
ま
し
た
。

　
3
月
16
日
（
日
）
に
は
鎌
倉
市
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
学
芸
員
の
今
西
彩
子
氏
を
お
迎

え
し
、vol.4

『
日
本
近
代
美
人
画
の
魅
力
〜

日
本
画
家
・
鏑
木
清
方
と
そ
の
一
門
を
中
心

に
〜
』
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
美
人
画
の
海

外
で
の
紹
介
や
評
価
、
鏑
木
清
方
の
画
業
と

弟
子
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
美
人
画

の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
は
2
0
2
5
年
度
も
引
き
続

き
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
・
ご
友
人
と
一
緒
に
お
越
し
く

だ
さ
い
！
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
日
本
学
国
際
研
究
所
）

講演会の様子

研究所の紹介をする田畑学長

多くの学生が参加しました

講演中の様子

複
数
大
学
合
同
・
集
団
面
接
・
グ
ル
ー
プ
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
練
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
大
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
複
数
大
学
合

同
・
集
団
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
練
習
会
が
、神
奈
川
大
学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
を
は
じ
め
、
亜
細
亜
大
学
、
神
奈
川
大
学
、

川
村
学
園
女
子
大
学
、
関
東
学
院
大
学
、
國
學

院
大
學
、
実
践
女
子
大
学
、
白
百
合
女
子
大
学
、

拓
殖
大
学
、
中
央
学
院
大
学
、
帝
京
大
学
、
東

洋
英
和
女
学
院
大
学
と
12
大
学
か
ら
約
50
名
の

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
練
習
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企
業
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
番
さ
な
が
ら

の
集
団
面
接
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
企
業
の
方

よ
り
、
良
い
点
・
改
善
点
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
行
わ
れ
、
他
校
の
学
生
か
ら
も
刺
激
を
受
け

る
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
就
職
支
援
課
で
は
、
学
生
に
合
わ
せ
た
就
職

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
就
職
支
援
課
）
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か
つ
て
、
相
模
女
子
大
学
に
は
百
年
桜
の
そ
ば
に
給
食
セ
ン
タ
ー
と
浴

場
が
あ
っ
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。今
で
も
建
物
自
体
は
残
っ
て
い

ま
す
が
、
何
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、今
回
は
こ
の
二
つ
の
建
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
1
9
7
5（
昭
和
50
）年
4
月
25
日
に
竣
工
し
、
5
月

1
日
よ
り
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
及
び
鉄
骨
造

の
平
屋
建
て
（
6
7
2
、
3
0
㎡
）
で
、
収
容
能
力
は
330
席
、
一
日
に
1
，

0
0
0
食
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。当
初
は
寮
生
の
朝
食
及
び
夕
食
の
利

用
が
主
体
で
、形
態
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
1
9
7
7（
昭
和
52
）年
2
月
1
日
に
は
、
通
学
生
や
教
職
員

を
対
象
に
複
数
献
立
に
よ
る
昼
食
販
売
を
開
始
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
食

堂
・
喫
茶
室
等
が
な
い
こ
と
か
ら
、
開
設
当
時
は
大
勢
の
利
用
者
に
親
し

ま
れ
、午
前
中
の
授
業
が
終
わ
る
と
学
生
た
ち
が
我
れ
先
に
と
駆
け
込
む

光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
初
期
の
昼
食
時
の
営
業
時
間
は
11
時
30
分
か
ら
13
時

30
分
ま
で
。メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り
で
、
い
ず
れ
も
格
安
な
メ
ニ
ュ
ー

（
1
9
8
0
年
代
後
半
の
価
格
と
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
200
円
、
エ
ビ
天
丼

350
円
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
60
円
等
）が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
各
メ
ニ
ュ
ー
に

栄
養
成
分
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。卒
業
生
に
よ
る
と
、
生
ジ
ュ
ー
ス

（
100
円
）が
人
気
で
、
大
学
い
も
や
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
2
0
0
1
年
に
創
立
百
周
年
記
念
館
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
現
：
夢

を
か
な
え
る
セ
ン
タ
ー
）
が
竣
工
し
、
そ
の
二
階
部
分
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

（
現
：
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
1
0
1
・
T
e
a  

L
o
u
n
g
e
2
0
0
2
）の
営

業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
も
、
し
ば
ら
く
の
間
、
給
食
セ
ン
タ
ー
も
昼
食
の

営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、1
9
7
3（
昭
和
48
）年
4
月
、第
二
た
ち
ば
な
寮
が
開
設
さ
れ
た

際
、浴
場
等
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。277
㎡
、真
ん
中
に
大
き
な
浴
槽
が
一
つ

あ
り
、一
度
に
70
名
の
入
浴
が
可
能
で
、壁
伝
い
に
カ
ラ
ン
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。水
と
お
湯
が
別
々
の
蛇
口
か
ら
出
て
く
る
た
め
、
桶
の
中
で

混
ぜ
て
適
温
に
し
て
い
ま
し
た
。浴
場
の
他
に
シ
ャ
ワ
ー
室
も
あ
り
ま
し

た
が
、シ
ャ
ワ
ー
室
は
行
列
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
浴
場
施
設
は

学
生
寮
と
は
別
の
建
物
だ
っ
た
た
め
、
寮
生
は
雨
の
日
は
傘
を
差
し
、
寒

い
日
は
肩
を
す
く
め
て
歩
い
て
浴
場
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

（
ア
ー
カ
イ
ブ
室
設
置
準
備
室
）

相模女子大学の建物 －給食センターと浴場－

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

小
学
部

中
学
部
・
高
等
部

「
あ
っ
、
あ
っ
た
！
」　

　
一
歳
児
ク
ラ
ス
の
り

ん
ど
う
組
は
学
内
散

歩
が
大
好
き
で
す
。
夏

み
か
ん
や
柿
の
実
を
見

上
げ
、
色
づ
く
木
々
に

足
を
と
め
て
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
な

が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。

百
年
桜
の
広
場
で
は
バ

ッ
タ
を
見
つ
け
た
り
切

り
株
に
座
っ
た
り
す
る

姿
が
見
ら
れ
、
松
の
木

が
立
ち
並
ぶ
林
に
あ
る

傾
斜
を
四
つ
ん
這
い
に

な
っ
て
上
り
、
お
尻
で

滑
っ
て
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
入
り
幼
稚
部
の
南
門
前
で
は
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
が
落
ち
、
黄
色
の
世
界
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
目
を
輝
か
せ
て
落
ち
葉
の
上
を
歩
き
、

ふ
わ
ふ
わ
し
た
感
触
や
葉
っ
ぱ
の
こ
す
れ
る
音

を
感
じ
、
1
月
に
は
霜
柱
の
上
を
歩
い
て
心
地

良
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
散
歩
先
で
聞
か
れ
る
「
あ
っ
、
あ
っ
た
！
」
の

指
先
が
指
す
方
に
は
子
ど
も
た
ち
の
わ
く
わ
く

し
た
発
見
が
あ
り
ま
す
。
自
然
物
を
見
つ
け
た

喜
び
や
触
れ
た
感
覚
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た

い
気
持
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
溢
れ
て
お
り
、
大

き
い
・
ポ
ロ
ポ
ロ
・
赤
い
…
等
を
表
情
や
仕
草
、

言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
嬉
し
い
気
持
ち
は

友
だ
ち
に
も
伝
わ
り
同
じ
物
を
見
つ
め
て
微
笑

み
合
い
、
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
て
さ

ら
に
豊
か
な
感
じ
方
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
広
大
な
敷
地
の
豊
か
な
自
然
を
思
う
存
分
に

楽
し
み
〝
こ
う
し
て
み
た
い
〞
と
い
う
気
持
ち

に
発
展
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
大
切
に
し
、

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　  （
幼
稚
部
　
濱
本
）

沖
縄
修
学
旅
行
の
思
い
出

　
私
た
ち
中
学
3

年
生
は
、
12
月
に

修
学
旅
行
で
沖
縄

を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
に
向
け

て
、
沖
縄
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て

の
授
業
を
受
け
た

り
、
事
前
学
習
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
身
に
つ

け
た
り
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
実

際
に
現
地
を
訪

れ
、
沖
縄
の
自
然

や
人
々
の
温
か

さ
、
伝
統
的
な
文

化
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
、
事
前
学
習
で
は
得
ら
れ
な
い
生
き

た
学
び
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
首
里

城
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
と
い
っ
た
歴
史
的
な
場

所
を
訪
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
の
過
去
と
現
在

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。
中
学
校
生
活
の
中
で

も
、
こ
の
修
学
旅
行
は
特
に
心
に
残
る
出
来

事
で
し
た
。
初
め
て
飛
行
機
に
乗
っ
た
人
や
、

沖
縄
を
訪
れ
る
の
が
初
め
て
と
い
う
人
も
多

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
体
験
を
通
し
て
多

く
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
委
員
長
と
し
て
、
全
体
を
ま
と
め

る
立
場
で
の
自
分
の
行
動
に
は
反
省
す
べ
き

点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
旅
が
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
し

て
心
に
残
り
続
け
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。（中

学
部
修
学
旅
行
委
員
長
　
皆
川
陽
奈
子
）

５
・
６
年
　
鎌
倉
遠
足

　
小
学
部
は
、
は
じ
め
て
の
「
5
・
6
年 

鎌
倉

遠
足
」
を
、11
月
25
日（
月
）に
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
遠
足
は
、
た
て
わ
り
班
（
各
6
名
程
度
・

全
24
班
）
ご
と
に
6
年
生
が
作
成
し
た
行
程
表

を
も
と
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
形
で
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
リ
ー
ダ
ー
の
6
年
生
が
、

班
ご
と
に
、
行
っ
て
み
た
い
場
所
の
イ
メ
ー
ジ

を
広
げ
、
調
べ
な
が
ら
、
地
図
を
囲
ん
で
見
学

先
を
決
め
ま
し
た
。
見
学
ル
ー
ト
は
、
鶴
岡
八

幡
宮
を
出
発
し
、
昼
食
場
所
の
清
泉
小
学
校
と

鎌
倉
駅
ま
で
の
経
路
に
、
見
学
場
所
（
荏
柄
天

神
社
・
寿
福
寺
・
報
国
寺
・
杉
本
寺
な
ど
）
へ

の
移
動
時
間
を
考
え
て
つ
く
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
拝
観
料
な
ど
も
計
算
し
、
準
備
を
す
す
め

ま
し
た
。
つ
く
っ
た
行
程
表
と
当
日
の
注
意
点

を
、
6
年
生
が
5
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
し
、
遠
足

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
な
か
、

地
図
を
握
り
し
め
た
6
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
を

先
頭
に
し
て
、
各
班
一
名
の
現
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
見
守
ら
れ
、
鎌
倉
の
歴
史
と

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鎌
倉

駅
に
集
合
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か

ら
は
、
充
実
感
に
溢
れ
た
1
日
だ
っ
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
仲
間
と
、
た
く
さ

ん
歩
い
て
、
た
く
さ
ん
話
し
し
て
、
た
く
さ

ん
お
参
り
し
た
素
敵
な
思
い
出
が
つ
く
れ
ま

し
た
。
6
年
生
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を
受
け
継
ぐ

5
年
生
は
、
今
年
の

経
験
を
活
か
し
た
行

程
表
づ
く
り
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

小
学
部
の
学
び
の
バ

ト
ン
が
引
き
継
が
れ

る
大
切
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

（
小
学
部
　
藤
平
剛
士
）

「切り株に “すっぽり！” たのしいね」「ふわふわしているね！」

参考資料
『相模女子大学八十年史』
『相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学案内 2002』
『学園ニュース　第 17 号』

『学園ニュース　第 45 号』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.3』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.4』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.16』

『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.19』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.20』
参考資料に加え、寮生だった卒業生、高等部・
大学の卒業生にもお話を伺いました。

相
模
大
野
ス
テ
ス
ク
・
ツ
リ
ー
点
灯
式

　
毎
年
冬
に
な
る
と
相
模
大
野
駅
の
広
場
に
、

高
さ
12
メ
ー
ト
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
登

場
し
ま
す
。
今
年
の
ツ
リ
ー
の
テ
ー
マ
は

「Christm
as

　H
arm

ony

」
。
ツ
リ
ー
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
記
号
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
よ
り
4
年
連
続
で
出
演
し
て
い
る

3
つ
の
部
活
顧
問
・
部
長
に
今
回
の
演
奏
会
を

振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

【
筝
曲
部
】
今
年
度
　
筝
曲
部
は
少
人
数
で
の

活
動
の
中
で
、
筝
曲
部
が
伝
統
的
に
引
き
継
い

で
い
る
曲
を
選
び
、
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
少

な
い
人
数
で
演
奏
す
る
難
し
さ
を
乗
り
越
え
、

当
日
は
笑
顔
で
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
軽
音
楽
部
】
昨
年
に
引
き
続
き
、
電
子
ド
ラ

ム
と
ア
ン
プ
の
ヘ
ッ
ド
部
分
の
み
と
い
う
構
成
で

の
演
奏
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
有
能
な
P
A
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
良
い
音
に
仕
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

背
に
し
た
美
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
に
支
え
ら
れ
、
と
て

も
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
合
唱
部
】
毎
年
、
部
員
一
同
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
ど
う
し
た
ら
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
の
心

に
届
く
か
を
考
え
て
練
習
し
ま
す
。
点
灯
式
で

の
演
奏
は
、
部
員
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
経
験

と
な
り
ま
す
。
来
年
以
降
も
、
皆
様
に
歌
声
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
私
達
が
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。（
合
唱
部
部
長
　
榊
枝
心
美
）

平和の広場にて 守礼門の前で

クリスマスツリー点灯式

鎌倉遠足

1976 年当時の給食センター（風景） 現在は使われていない給食センター（建物）

1973 年当時の浴場（内部） 現在は使われていない浴場（建物）
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か
つ
て
、
相
模
女
子
大
学
に
は
百
年
桜
の
そ
ば
に
給
食
セ
ン
タ
ー
と
浴

場
が
あ
っ
た
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。今
で
も
建
物
自
体
は
残
っ
て
い

ま
す
が
、
何
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
、今
回
は
こ
の
二
つ
の
建
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
1
9
7
5（
昭
和
50
）年
4
月
25
日
に
竣
工
し
、
5
月

1
日
よ
り
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
及
び
鉄
骨
造

の
平
屋
建
て
（
6
7
2
、
3
0
㎡
）
で
、
収
容
能
力
は
330
席
、
一
日
に
1
，

0
0
0
食
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。当
初
は
寮
生
の
朝
食
及
び
夕
食
の
利

用
が
主
体
で
、形
態
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
1
9
7
7（
昭
和
52
）年
2
月
1
日
に
は
、
通
学
生
や
教
職
員

を
対
象
に
複
数
献
立
に
よ
る
昼
食
販
売
を
開
始
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
食

堂
・
喫
茶
室
等
が
な
い
こ
と
か
ら
、
開
設
当
時
は
大
勢
の
利
用
者
に
親
し

ま
れ
、午
前
中
の
授
業
が
終
わ
る
と
学
生
た
ち
が
我
れ
先
に
と
駆
け
込
む

光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
0
年
代
初
期
の
昼
食
時
の
営
業
時
間
は
11
時
30
分
か
ら
13
時

30
分
ま
で
。メ
ニ
ュ
ー
は
日
替
わ
り
で
、
い
ず
れ
も
格
安
な
メ
ニ
ュ
ー

（
1
9
8
0
年
代
後
半
の
価
格
と
し
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
200
円
、
エ
ビ
天
丼

350
円
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
60
円
等
）が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
各
メ
ニ
ュ
ー
に

栄
養
成
分
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。卒
業
生
に
よ
る
と
、
生
ジ
ュ
ー
ス

（
100
円
）が
人
気
で
、
大
学
い
も
や
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
も
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
2
0
0
1
年
に
創
立
百
周
年
記
念
館
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
現
：
夢

を
か
な
え
る
セ
ン
タ
ー
）
が
竣
工
し
、
そ
の
二
階
部
分
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

（
現
：
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
1
0
1
・
T
e
a  

L
o
u
n
g
e
2
0
0
2
）の
営

業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
も
、
し
ば
ら
く
の
間
、
給
食
セ
ン
タ
ー
も
昼
食
の

営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、1
9
7
3（
昭
和
48
）年
4
月
、第
二
た
ち
ば
な
寮
が
開
設
さ
れ
た

際
、浴
場
等
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。277
㎡
、真
ん
中
に
大
き
な
浴
槽
が
一
つ

あ
り
、一
度
に
70
名
の
入
浴
が
可
能
で
、壁
伝
い
に
カ
ラ
ン
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。水
と
お
湯
が
別
々
の
蛇
口
か
ら
出
て
く
る
た
め
、
桶
の
中
で

混
ぜ
て
適
温
に
し
て
い
ま
し
た
。浴
場
の
他
に
シ
ャ
ワ
ー
室
も
あ
り
ま
し

た
が
、シ
ャ
ワ
ー
室
は
行
列
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
浴
場
施
設
は

学
生
寮
と
は
別
の
建
物
だ
っ
た
た
め
、
寮
生
は
雨
の
日
は
傘
を
差
し
、
寒

い
日
は
肩
を
す
く
め
て
歩
い
て
浴
場
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

（
ア
ー
カ
イ
ブ
室
設
置
準
備
室
）

相模女子大学の建物 －給食センターと浴場－

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

小
学
部

中
学
部
・
高
等
部

「
あ
っ
、
あ
っ
た
！
」　

　
一
歳
児
ク
ラ
ス
の
り

ん
ど
う
組
は
学
内
散

歩
が
大
好
き
で
す
。
夏

み
か
ん
や
柿
の
実
を
見

上
げ
、
色
づ
く
木
々
に

足
を
と
め
て
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
な

が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。

百
年
桜
の
広
場
で
は
バ

ッ
タ
を
見
つ
け
た
り
切

り
株
に
座
っ
た
り
す
る

姿
が
見
ら
れ
、
松
の
木

が
立
ち
並
ぶ
林
に
あ
る

傾
斜
を
四
つ
ん
這
い
に

な
っ
て
上
り
、
お
尻
で

滑
っ
て
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
入
り
幼
稚
部
の
南
門
前
で
は
イ
チ
ョ

ウ
の
葉
が
落
ち
、
黄
色
の
世
界
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
目
を
輝
か
せ
て
落
ち
葉
の
上
を
歩
き
、

ふ
わ
ふ
わ
し
た
感
触
や
葉
っ
ぱ
の
こ
す
れ
る
音

を
感
じ
、
1
月
に
は
霜
柱
の
上
を
歩
い
て
心
地

良
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
散
歩
先
で
聞
か
れ
る
「
あ
っ
、
あ
っ
た
！
」
の

指
先
が
指
す
方
に
は
子
ど
も
た
ち
の
わ
く
わ
く

し
た
発
見
が
あ
り
ま
す
。
自
然
物
を
見
つ
け
た

喜
び
や
触
れ
た
感
覚
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た

い
気
持
ち
が
笑
顔
に
な
っ
て
溢
れ
て
お
り
、
大

き
い
・
ポ
ロ
ポ
ロ
・
赤
い
…
等
を
表
情
や
仕
草
、

言
葉
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
嬉
し
い
気
持
ち
は

友
だ
ち
に
も
伝
わ
り
同
じ
物
を
見
つ
め
て
微
笑

み
合
い
、
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
が
生
ま
れ
て
さ

ら
に
豊
か
な
感
じ
方
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
広
大
な
敷
地
の
豊
か
な
自
然
を
思
う
存
分
に

楽
し
み
〝
こ
う
し
て
み
た
い
〞
と
い
う
気
持
ち

に
発
展
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
大
切
に
し
、

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　  （
幼
稚
部
　
濱
本
）

沖
縄
修
学
旅
行
の
思
い
出

　
私
た
ち
中
学
3

年
生
は
、
12
月
に

修
学
旅
行
で
沖
縄

を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
に
向
け

て
、
沖
縄
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て

の
授
業
を
受
け
た

り
、
事
前
学
習
を

通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
身
に
つ

け
た
り
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
実

際
に
現
地
を
訪

れ
、
沖
縄
の
自
然

や
人
々
の
温
か

さ
、
伝
統
的
な
文

化
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
、
事
前
学
習
で
は
得
ら
れ
な
い
生
き

た
学
び
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
首
里

城
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
と
い
っ
た
歴
史
的
な
場

所
を
訪
れ
た
こ
と
で
、
沖
縄
の
過
去
と
現
在

に
つ
い
て
深
く
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
た
こ

と
が
印
象
的
で
し
た
。
中
学
校
生
活
の
中
で

も
、
こ
の
修
学
旅
行
は
特
に
心
に
残
る
出
来

事
で
し
た
。
初
め
て
飛
行
機
に
乗
っ
た
人
や
、

沖
縄
を
訪
れ
る
の
が
初
め
て
と
い
う
人
も
多

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
体
験
を
通
し
て
多

く
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
委
員
長
と
し
て
、
全
体
を
ま
と
め

る
立
場
で
の
自
分
の
行
動
に
は
反
省
す
べ
き

点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
旅
が
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
し

て
心
に
残
り
続
け
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。（中

学
部
修
学
旅
行
委
員
長
　
皆
川
陽
奈
子
）

５
・
６
年
　
鎌
倉
遠
足

　
小
学
部
は
、
は
じ
め
て
の
「
5
・
6
年 

鎌
倉

遠
足
」
を
、11
月
25
日（
月
）に
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
遠
足
は
、
た
て
わ
り
班
（
各
6
名
程
度
・

全
24
班
）
ご
と
に
6
年
生
が
作
成
し
た
行
程
表

を
も
と
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
形
で
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
リ
ー
ダ
ー
の
6
年
生
が
、

班
ご
と
に
、
行
っ
て
み
た
い
場
所
の
イ
メ
ー
ジ

を
広
げ
、
調
べ
な
が
ら
、
地
図
を
囲
ん
で
見
学

先
を
決
め
ま
し
た
。
見
学
ル
ー
ト
は
、
鶴
岡
八

幡
宮
を
出
発
し
、
昼
食
場
所
の
清
泉
小
学
校
と

鎌
倉
駅
ま
で
の
経
路
に
、
見
学
場
所
（
荏
柄
天

神
社
・
寿
福
寺
・
報
国
寺
・
杉
本
寺
な
ど
）
へ

の
移
動
時
間
を
考
え
て
つ
く
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
拝
観
料
な
ど
も
計
算
し
、
準
備
を
す
す
め

ま
し
た
。
つ
く
っ
た
行
程
表
と
当
日
の
注
意
点

を
、
6
年
生
が
5
年
生
に
プ
レ
ゼ
ン
し
、
遠
足

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
な
か
、

地
図
を
握
り
し
め
た
6
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
を

先
頭
に
し
て
、
各
班
一
名
の
現
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
見
守
ら
れ
、
鎌
倉
の
歴
史
と

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鎌
倉

駅
に
集
合
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
か

ら
は
、
充
実
感
に
溢
れ
た
1
日
だ
っ
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
仲
間
と
、
た
く
さ

ん
歩
い
て
、
た
く
さ
ん
話
し
し
て
、
た
く
さ

ん
お
参
り
し
た
素
敵
な
思
い
出
が
つ
く
れ
ま

し
た
。
6
年
生
か
ら
リ
ー
ダ
ー
を
受
け
継
ぐ

5
年
生
は
、
今
年
の

経
験
を
活
か
し
た
行

程
表
づ
く
り
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

小
学
部
の
学
び
の
バ

ト
ン
が
引
き
継
が
れ

る
大
切
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

（
小
学
部
　
藤
平
剛
士
）

「切り株に “すっぽり！” たのしいね」「ふわふわしているね！」

参考資料
『相模女子大学八十年史』
『相模女子大学・相模女子大学短期大学部大学案内 2002』
『学園ニュース　第 17 号』

『学園ニュース　第 45 号』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.3』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.4』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.16』

『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.19』
『キャンパス・ニュース　Marguerite　No.20』
参考資料に加え、寮生だった卒業生、高等部・
大学の卒業生にもお話を伺いました。

相
模
大
野
ス
テ
ス
ク
・
ツ
リ
ー
点
灯
式

　
毎
年
冬
に
な
る
と
相
模
大
野
駅
の
広
場
に
、

高
さ
12
メ
ー
ト
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
登

場
し
ま
す
。
今
年
の
ツ
リ
ー
の
テ
ー
マ
は

「Christm
as

　H
arm

ony

」
。
ツ
リ
ー
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
記
号
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
よ
り
4
年
連
続
で
出
演
し
て
い
る

3
つ
の
部
活
顧
問
・
部
長
に
今
回
の
演
奏
会
を

振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た

【
筝
曲
部
】
今
年
度
　
筝
曲
部
は
少
人
数
で
の

活
動
の
中
で
、
筝
曲
部
が
伝
統
的
に
引
き
継
い

で
い
る
曲
を
選
び
、
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
少

な
い
人
数
で
演
奏
す
る
難
し
さ
を
乗
り
越
え
、

当
日
は
笑
顔
で
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
軽
音
楽
部
】
昨
年
に
引
き
続
き
、
電
子
ド
ラ

ム
と
ア
ン
プ
の
ヘ
ッ
ド
部
分
の
み
と
い
う
構
成
で

の
演
奏
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
有
能
な
P
A
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
良
い
音
に
仕
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

背
に
し
た
美
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
に
支
え
ら
れ
、
と
て

も
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
合
唱
部
】
毎
年
、
部
員
一
同
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
ど
う
し
た
ら
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
の
心

に
届
く
か
を
考
え
て
練
習
し
ま
す
。
点
灯
式
で

の
演
奏
は
、
部
員
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
経
験

と
な
り
ま
す
。
来
年
以
降
も
、
皆
様
に
歌
声
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
私
達
が
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。（
合
唱
部
部
長
　
榊
枝
心
美
）

平和の広場にて 守礼門の前で

クリスマスツリー点灯式

鎌倉遠足

1976 年当時の給食センター（風景） 現在は使われていない給食センター（建物）

1973 年当時の浴場（内部） 現在は使われていない浴場（建物）
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同窓会だより／ご寄付のお願い

同窓会
だより

N
e

w
s

f r o m c l a s s r e u
n

i o
n

　皆様、こんにちは。私は、平成8年3月に学芸学部英米文学科を卒業し
た加藤優子と申します。相模女子にはたくさんの思い出があります。中学
部では銀杏並木を毎朝走り、高等部では友人とよく遊び、大学では先生
方に恵まれ、卒業後も懇意にしていただきました。という思い出話を綴ろ
うと考えていたところ、現在の仕事のお話を、とのリクエストをいただきま
したので、私の仕事について紹介しようと思います。
　私は現在、福井県越前市にある仁愛大学に勤務しています。「異文化
理解」「多文化共生論」などの授業を受け持ち、異文化コミュニケーショ
ンや移民・難民についての講義を行っています。2024年に北陸新幹線が
福井県の敦賀駅まで延伸されたことを受け、地元では観光に関する機運
がにわかに高まっており、近年新設された「観光ビジネス英語」という授
業も担当しています。
　仁愛大学では、地域連携活動も盛んです。私はゼミ活動の一環として、
越前市と連携し地域の魅力を多言語で発信する「多言語マップ」を作成
したり、年1回開催される福井県国際交流フェスティバルの企画運営委員
会に参加したりしています。
　研究活動では、福井大学の先生方の協力を得て、異文化理解を促進す
る異文化トレーニングというゲームをICT上で行うための学習支援シス

テムを実装したり、英国における異文化理解に関する授業研究のために、
科学研究費を利用して10カ月ほど渡英したりしました。現在は、英国の研
究者と共同で非言語的コミュニケーションに関する教材研究を行ってお
り、2025年には再び渡英を予定しています。
　考えてみると、大学卒業後は何かと海外にご縁があり、訪れた国は35
か国ほど、英国には総じて6年ほど滞在したことになります。大学生の頃
は、ここまで海外に行くことになるなど夢にも思っていませんでしたが、今
思うと素地があったかもしれません。きっかけは、在学中に参加したマニト
バ州立大学への短期語学留学でした。カナダの雄大な美しさに触れ、海
外での学生生活に憧れを抱いたものです。最終的には英国の大学院に
進学しましたが、その時にお世話になったのが、当時の学長と英米文学科
の先生方です。様々なご支援、本当にありがとうございました。
　在学生の皆さんも、何か興味を持ったらそれに向かってとことん突き進
み、先生方の協力を仰いでみてください。きっと思いがけない可能性が広
がっていくことと思います。また、同窓生の皆様には、お互い健康に留意し
て進んでまいりましょう。それでは、またどこかで皆様にお目にかかれるの
を楽しみにしています。

相模女子の思い出と現在の仕事について
加藤優子
仁愛大学人間学部コミュニケーション学科教授

（平成 8年・学芸学部英米文学科卒業）

越前市と協働で制作した「多言語マップ」
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「マーガレット募金」及び「創立125周年記念事業募金」を以下のとおり実施させていただいております。ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼
申し上げます。今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

125周年募金委員会委員長　速水　俊裕　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）

❸インターネットから申込の場合

　 ❷ 郵送（現金書留）またはご持参
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合せください。

クレジットカード決済となります。
ホームページ上の入力フォームに必要事項を入力の上、ご送信ください。 マーガレット募金

インターネット
申込入力フォーム

創立125周年記念事業募金
インターネット
申込入力フォーム●お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課

　〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1　TEL:042-747-9558　FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部　大学事務部　学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

創立125周年記念事業募金

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用
させていただいております。

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」より
ご支援先を指定いただくことができ、また、「目的を指定しないご寄付」もお受け
しております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」
「幼稚部」と支援対象をより細かく指定することができます。

本学園は、2025 年に創立 125 周年を迎えます。
相模女子大学創立 125 周年記念事業は、「女性の活躍を支援し、地域
とともに発展する『開かれた学園』へ」というコンセプトを掲げ、「学園
キャンパス整備事業」「周年誌編纂・学園アーカイブ室設置事業」「式
典・広報事業」の三事業を実施する計画を進めております。
皆様からいただきましたご支援は、この三事業による地域の活性化と
本学園の更なる発展に有効に活用させていただきます。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

注目topic＜メディア掲載＞ … 4

https://sagami-wu.jp-pay.jp/entry_input.php
https://sagami-wu.jp-pay.jp/entry_input.php?optEntryType=syunen&_fsi=iWEVV5EN&_fsi=HBaX9IcG&_fsi=m9kLBbv9



